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令和６年度令和６年度 私私たちのたちのお金お金は こんなは こんな事業事業にに使使われましたわれました！！

　
保
護
者
の
利
便
性　

と
保
育
業
務
の
負
担
軽

減
に
よ
る
保
育
の
質
の

向
上
、
園
児
の
安
全
確

認
を
目
的
に
保
育
Ｉ
Ｃ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
欠
席
遅

刻
の
連
絡
、
連
絡
帳

機
能
や
お
た
よ
り
の

配
信
、
登
降
園
管
理

も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。　

　
猟
友
会
長
和
支
部　

と
長
和
町
ワ
ナ
の
会
に

よ
る
有
害
鳥
獣
駆
除
が

行
わ
れ
た
。
ニ
ホ
ン
ジ

カ
９
４
４
頭（
前
年
比

49
頭
増
）と
イ
ノ
シ
シ

32
頭（
２
頭
増
）を
捕

獲
し
た
成
果
。
１
頭

当
た
り
１
万
８
千
円

（
県
７
千
円
と
町
１

万
１
千
円
）
の
手

当
が
出
る
。　
　

　
圧
雪
車
ピ
ス
テ
ン　

２
台
購
入
費
１
億
３
８ 

３
８
万
円
、
人
工
降
雪

シ
ス
テ
ム
設
置
工
事
６ 

９
３
０
万
円
、
第
１
ク

ワ
ッ
ド
リ
フ
ト
修
繕
工

事
９
３
５
万
円
、
そ

の
他
修
繕
工
事
１
１ 

９
９
万
円
、
ス
キ
ー

場
レ
ン
タ
ル
備
品
購

入
費
２
１
０
万
３

５
０
０
円
。　
　

保育 ICT 化システムの導入
保育 ICT 化システムの導入

保育 ICT システム導入事業
保育 ICT システム導入事業

490490万万44,,276276 円円

有害鳥獣駆除対策事業
有害鳥獣駆除対策事業

11,,754754万万77,,000000 円円

県補助金  県補助金  415415万万1,0001,000円円  

たかやまスキー場関連費
たかやまスキー場関連費

工事請負費、圧雪車等購入費合計
工事請負費、圧雪車等購入費合計

22億億33,,112112万万33,,550000 円円

依田窪医療福祉事務組合
依田窪医療福祉事務組合

（依田窪病院・老健いこい等）負担金

（依田窪病院・老健いこい等）負担金

55億億99,,317317万万33,,338181 円円

　

農
作
物
被
害
抑
制
の　

重
要
な
費
用
＝
生
き
た
金

の
使
わ
れ
方
で
す
。
長
和

町
の
成
果
は
周
辺
市
町
村

に
比
べ
群
を
抜
き
多
い
。

県
の
補
助
が
倍
程
度
に
な

れ
ば
広
域
で
捕
獲
数
増
は

見
込
め
る
。
息
子
も
狩
猟

免
許
取
得
。
止
め
刺
し
の

　

問
題
が
圧
し
掛
か
る
。

　

保
育
の
現
場
で
も
ペ　

 

ー
パ
ー
レ
ス
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
子
供
関
係
の
プ

リ
ン
ト
は
ど
ん
ど
ん
増
え

て
管
理
が
大
変
な
の
で
、

デ
ー
タ
で
い
た
だ
け
る
と

な
く
す
心
配
も
な
く
安
心

で
す
！
今
後
は
写
真
販
売

な
ど
順
次
機
能
を
増
や
し

　

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

HaradaHarada

　

財
源
内
訳
は
、
国
庫　

補
助
金
２
２
１
８
万
４
千

円
余
、
辺
地
債
１
億
１
９

８
０
万
円
、
過
疎
債
６
５

０
０
万
円
、
一
般
財
源
２

４
１
３
万
円
余
。
町
が
返

済
す
る
辺
地
債
の
２
割
と

過
疎
債
の
３
割
分
と
一
般

財
源
分
に
つ
い
て
は
、
会

社
が
町
に
使
用
料
と
し
て

　

納
入
す
る
。

AbeAbe

TatsunoTatsuno



令和６年度決算

3 ながわまち議会だより　R7.11.1

令和６年度令和６年度 私私たちのたちのお金お金は こんなは こんな事業事業にに使使われましたわれました！！

　
火
災
、水
災
、震
災　

な
ど
近
年
頻
発
化
・
激

甚
化
が
進
む
自
然
災
害

に
備
え
る
消
防
団
活
動

費
。
39
万
３
千
円
は
ふ

る
さ
と
納
税
基
金
か
ら

充
て
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
消
防
施
設

費
に
３
９
９
万
９
千

円
、
防
災
対
策
費
に

７
６
３
万
１
千
円

を
支
出
。　
　
　

　
近
年
町
内
各
所
に　

お
け
る
道
路
・
水
路
等

の
老
朽
化
等
に
よ
る
緊

急
を
要
す
る
修
繕
工
事

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
。
長
久
保
大
沢
線
落

石
防
止
側
溝
修
繕
工

事
、
大
門
町
道
追
分

７
号
線
舗
装
工
事
、

そ
の
他
舗
装
修
繕
工

事
９
件
、
道
路
修

繕
工
事
56
件
。　

　
病
院
の
運
営
等
に　

関
す
る
経
費
は
、
病
院

の
建
設
改
良
に
要
す
る

経
費（
元
利
償
還
金
、利

子
償
還
金
）
２
億
１
１ 

７
６
万
６
千
円
、
救
急

医
療
の
確
保
に
要
す

る
経
費
４
８
８
２
万 

６
千
円
、
高
度
医
療

に
要
す
る
経
費
５
３ 

８
６
万
９
千
円
な

ど
を
含
み
ま
す
。

非常備消防費非常備消防費
令和７年４月の消防団員数は 230名

令和７年４月の消防団員数は 230名

33,,979979万万88,,000000 円円

道路橋梁維持管理経費
道路橋梁維持管理経費

町単独事業町単独事業

11,,798798万万66,,554646 円円

依田窪医療福祉事務組合
依田窪医療福祉事務組合

（依田窪病院・老健いこい等）負担金

（依田窪病院・老健いこい等）負担金

55億億99,,317317万万33,,338181 円円

SatoSato

　

病
院
負
担
金
に
は
、　

病
院
施
設
の
建
設
改
良
や 

医
療
機
器
整
備
に
係
る
経

費
、
指
定
す
る
医
療
に
要

す
る
経
費
が
あ
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
、
老
人
保

健
施
設「
い
こ
い
」の
経
営

改
善
の
た
め
負
担
金
が
前

年
よ
り
５
５
５
９
万
８
千

　

円
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
団
の
活
動
は
多　

岐
に
わ
た
り
、
そ
の
重
要

性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
る
が
、
団
員
の
確
保
に

苦
慮
し
て
い
る
。
団
員
の

報
酬
が
直
接
本
人
に
支
払

わ
れ
る
方
式
と
な
り
、
活

動
が
報
酬
に
直
結
し
て
歓

迎
さ
れ
て
い
る
が
、
分
団

の
運
営
費
が
減
っ
て
い
る

　

状
況
に
あ
る
。

　

増
加
傾
向
の
道
路
・　

河
川
等
修
繕
要
望
に
対
し

て
、
実
施
の
迅
速
な
対
応

を
要
望
。
限
ら
れ
た
予
算

と
マ
ン
パ
ワ
ー
の
中
で
、

緊
急
性
の
高
い
個
所
か
ら

順
次
対
応
し
て
補
修
工
事

を
行
う
た
め
、
先
行
自
治

体
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
」
等

に
つ
い
て
の
事
例
研
究
も

　

要
望
し
た
い
。

TafukuTafuku

OginoOgino
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令和６年度令和６年度

決算決算

　
令
和
２
年
10
月
か　

ら
新
交
通
体
制
で
運
行

を
開
始
し
た
町
内
巡
回

バ
ス「
な
が
わ
ご
ん
」は

さ
ら
に
高
効
率
を
図
る

た
め
、
定
時
停
路
線
運

行
か
ら
、
同
じ
運
行

エ
リ
ア
で
令
和
６
年

４
月「
ド
ア
to
ド
ア
」

型
の
フ
ル
デ
マ
ン
ド

実
証
運
行
に
移
行

し
ま
し
た
。　
　

　
町
の
公
共
施
設
に　

太
陽
光
発
電
設
備
を
設

置
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
環
境
省
の
補
助

金
を
利
用
し
26
箇
所
の

公
共
施
設
等
へ
の
太
陽

光
導
入
量
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
後

は
屋
根
上
設
置
型
と

な
っ
た
８
施
設
の
管

理
者
に
意
向
調
査

を
行
っ
て
い
く
。

　７月１日から３０日にかけて、丸山淳子代表監査委員と小川純夫議会選出
監査委員により、令和６年度一般会計、特別会計及び公営企業会計決算につ
いて、審査が行われました。その結果、８月２６日に「一般会計、特別会計に
ついては、歳入歳出決算書、事項別明細書、実質収支に関する調書及び諸
書類、公営企業会計については、決算報告書、財務諸表、決算附属書類及
び証書類を審査した結果、経理は収支とも適正であるものと認める」との審
査報告書が羽田町長に提出されました。

巡回バス等運営事業委託額合計

巡回バス等運営事業委託額合計

6,4976,497万万22,,000000 円円

巡回バス「ながわごん」
巡回バス「ながわごん」6,0816,081万万99千円千円

町バス運行町バス運行 396396万円万円

役場マイクロバス運行
役場マイクロバス運行 1919万万33千円千円

再生可能エネルギー普及促進事業
再生可能エネルギー普及促進事業

1,3521,352万万33,,885858 円円

調査委託料調査委託料 795795万万30003000円円  

（内補助金（内補助金 596596万万40004000円）円）  

　　　  小川 純夫　     羽田 健一郎　    丸山 淳子　
　　　 監査委員　    　　町長　　　代表監査委員　

　
「
な
が
わ
ご
ん
」の
運　

行
時
間
は
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

と
運
行
時
間
が
短
く
、
病

院
利
用
な
ど
に
は
不
便
さ

が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

問
題
を
カ
バ
ー
す
る
た
め

に
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
ー
の
導

入
を
検
討
し
て
い
く
必
要

　

が
あ
り
ま
す
。

　

国
の
政
府
実
行
計
画　

に
お
い
て
２
０
３
０
年
度

に
、
設
置
可
能
な
公
共
施

設
の
50
％
以
上
に
太
陽
光

発
電
施
設
を
設
置
す
る
こ

と
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い

る
。
近
年
の
異
常
気
象
に

対
処
す
る
上
で
も
、
速
や

か
に
具
体
的
に
取
り
組
ん

　

で
い
き
た
い
。

WatanabeWatanabe

HataHata
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　令和６年度一般会計・特別会計決算を認定しました。

町のお金はこんな事業に使われました

令和令和６６年度年度

決算決算
一般会計歳出決算額 一般会計歳出決算額 6161億億07980798万万05140514円円

特別会計歳出決算額 特別会計歳出決算額 1919億億99289928万万43944394円円

令和６年度 長和町会計別決算額
会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 差引残額

 一般会計 62億7126万5337円 61億0798万0514円 1億6328万4823円

国民健康保険特別会計 7億6035万8991円 7億5308万9312円 726万9679円

国民健康保険歯科診療所事業 特別会計 464万0236円 464万0236円 0円

後期高齢者医療 特別会計 1億0908万2291円 1億0834万1292円 74万0999円

介護保険特別会計 10億9891万2886円 10億4000万7943円 5890万4943円

同和地区住宅新築資金等貸付特別会計 719万4592円 1万2708円 718万1884円

観光施設事業特別会計 1億0249万8054円 9131万4893円 1118万3161円

和田財産区特別会計 579万3117円 187万8010円 391万5107円

 特別会計合計 20億8848万0167円 19億9928万4394円 8919万5773円

合　　計 83億5974万5504円 81億0726万4908円 2億5248万0596円

令和６年度 公共下水道事業及び排水処理施設事業会計決算額（消費税抜）　
科　目 　金　額 内　容　

収益的収支
事業収益 4億5740万3435円 下水道使用料 1億0755万5102円, 補助金 1億1104万1000円

事業費用 4億1503万4164円 減価償却費 3億1206万1994円, 支払利息等 1829万7384円

資本的収支
資本的収入 2億0203万4000円 補助金 8203万4000円 , 企業債 1億2000万円

資本的支出 3億0698万6592円 建設改良費 1991万7819円, 企業債償還金 2億8706万8773円

令和６年度 上水道事業会計決算額（消費税抜）　
科　目 　金　額 内　容　

収益的収支
事業収益 2億5155万5386円 給水収益 1億4347万5899円, 補助金 2263万1000円

事業費用 2億4895万4660円 減価償却費 1億5652万1186円, 支払利息等 1776万0072円

資本的収支
資本的収入 4519万7500円 補助金 4331万1000円

資本的支出 8514万7214円 建設改良費 104万円, 企業債償還金 8222万1145円

令和６年度末 基金の動向（一般会計２１基金）

基 金 名 ５年度末残高 ６年度末残高 増  減

財政調整基金 15億3368万円 12億4533万円 △2億8835万円

新町一体感醸成基金 4億6309万円 3億5871万円 △1億0438万円

ふるさと納税基金 7345万円 7346万円 1万円

21基金合計 32億3249万円 28億4857万円 △3億8392万円

令和６年度末 起債残高
会　計 ５年度末残高 ６年度末残高 増  減

一般会計 58億3514万円 54億5573万円 △3億7941万円

上水道事業企業債 10億9132万円 10億0910万円 △8222万円

下水道事業企業債 16億2833万円 14億6126万円 △1億6707万円

起債残高合計 85億5479万円 79億2609万円 △6億2870万円
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和
田
支
所
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
廃

止
に
つ
い
て
、
検
討
は
し
た
か
。

  
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
存
続
に
つ
い
て
、

選
挙
の
投
票
所
で
あ
る
こ
と
や
会
議

室
等
の
高
齢
者
の
利
用
も
あ
り
廃
止

は
難
し
い
。

　
　

  

照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
掛
か
る
費

用
は
。
会
場
使
用
料
を
ほ
と
ん
ど
の

団
体
で
減
免
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

  

近
年
の
犯
罪
情
勢
を
踏
ま
え
て
防

犯
カ
メ
ラ
の
増
設
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
、
今
後
の
具
体
的
な
計
画
は
あ

る
の
か
。

  

令
和
６
年
度
、
７
年
度
に
お
い
て

新
規
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
予
定
は

な
い
。
来
年
度
に
向
け
て
、
学
校
等

に
要
望
を
聞
き
、
設
置
を
検
討
し
た

い
。
防
犯
上
、
保
育
園
等
に
設
置
す

　

   

４
月
１
日
か
ら
、
定
時
定
路
線
運

行
を
見
直
し
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

フ
ル
デ
マ
ン
ド
運
行
を
開
始
し
た
。

  

小
型
バ
ス
導
入
の
進
捗
状
況
は
ど

う
か
。

  

国
庫
補
助
を
受
け
る
要
件
で
あ
る

地
域
公
共
交
通
計
画
を
７
年
度
中
に

策
定
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

が
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

  

概
算
で
５
０
０
万
円
で
あ
る
。
使

用
料
の
徴
収
に
つ
い
て
は
極
め
て
丁

寧
な
説
明
が
必
要
で
あ
る
。

　

   

正
規
職
員
の
平
均
給
与
月
額
は
32 

万
４
８
０
０
円
。

　

町
の
会
計
は
、
５
月
末
に
確
定
し
た
収
入
や
支
出
を
整
理
し
た
後
、
監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査
が
あ
り
、
そ
の
意
見
を
受
け
て
、

町
長
か
ら
９
月
議
会
に
決
算
認
定
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
す
。
委
員
会
で
の
決
算
審
査
は
、
議
会
が
決
定
し
た
予
算
が
適
正
に
執
行
さ

れ
た
か
、
行
政
効
果
や
経
済
効
果
を
測
定
し
、
住
民
に
代
わ
り
評
価
、
承
認
す
る
も
の
で
す
。
審
査
の
結
果
は
、
後
年
度
の
予
算
編
成

や
行
政
執
行
に
生
か
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

決
算
特
別
委
員
会
は
、
９
月
１
日（
月
）の
議
会
開
会
日
に
提
案
さ
れ
て
設
置
。
議
長
と
議
会
選
出
監
査
委
員
を
除
く
８
名
の

議
員
で
構
成
さ
れ
、
渡
辺
副
議
長
を
委
員
長
に
、
９
月
10
日（
水
）11
日（
木
）の
２
日
間
、担
当
課
ご
と
に
順
次
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
審
査
の
結
果
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
決
算
は
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
決
算
審
査
報
告

決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
！

渡辺決算特別委員長

正
規
職
員
数
91
人

会
計
年
度
任
用
職
員
88
人

包
括
業
務
委
託
79
人

巡
回
バ
ス「
な
が
わ
ご
ん
」

６
０
８
１
万
９
千
円
／
町
バ
ス 

３
９
６
０
万
円
／
役
場
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
19
万
３
千
円

光
熱
水
費
４
１
８
万
３
千
円

大
門
地
区
17
箇
所
／
長
久
保

地
区
４
箇
所
／
古
町
地
区
11

箇
所
／
和
田
地
区
17
箇
所

機
械
器
具（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
）

保
守
等
委
託
料
36
万
円

  

人
件
費
＋
包
括
業
務
委
託
料

  

巡
回
バ
ス
等
に
係
る
委
託
料

  

長
久
保
支
所
管
理
費

  

防
犯
灯
設
置
改
修
事
業

     

和
田
支
所
管
理
費

令
和
６
年
度  　
　
　
　

一
般
会
計

決
算

総
務
課

1111億億3,4963,496万万22千円千円

758758万万88千円千円

6,4976,497万万22千円千円

853853万万22千円千円

202202万円万円
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共
立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
へ
の
業

務
委
託
に
つ
い
て
、
多
額
の
不
用
額

と
な
っ
て
い
る
が
詳
細
説
明
を
。

  

当
初
予
算
編
成
後
に
、
職
員
１
名

が
退
職
を
希
望
し
不
用
額
と
な
っ
た

も
の
。
本
来
、
補
正
予
算
で
対
応
す

べ
き
で
あ
り
、
今
後
十
分
に
配
慮
す

る
。

  

団
員
報
酬
が
直
接
支
払
わ
れ
る
方

式
と
な
っ
た
が
、
分
団
運
営
費
が
少

な
く
な
る
形
と
な
っ
て
い
る
と
い
う

が
、
令
和
６
年
度
の
本
部
・
分
団
の

運
営
費
は
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
だ
っ
た

の
か
。

  

令
和
６
年
度
の
本
部
運
営
費
は
70 

万
円
、
分
団
運
営
費
は
各
分
団
に
25 

万
円
を
交
付
し
た
。

  

ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま
ス
キ
ー
場

に
関
し
て
、
起
債
の
明
細
に
辺
地
債

と
過
疎
債
が
そ
れ
ぞ
れ
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
係
の
説
明
に
は
辺
地
債
の

記
載
が
な
い
。
こ
の
数
字
の
違
い
は

何
か
。

  

起
債
対
象
事
業
は
降
雪
シ
ス
テ
ム

設
置
工
事
と
圧
雪
車
購
入
と
な
る
。

ま
ず
辺
地
債
を
優
先
し
て
充
て
、
不

足
分
を
過
疎
対
策
事
業
債
で
充
た
も

の
で
あ
る
。

ぞ
れ
の
駆
除
頭
数
の
実
績
は
。

  

長
和
町
猟
友
会
７
０
６
頭
、
ワ
ナ

の
会
２
３
８
頭
、
合
計
で
９
４
４
頭

と
な
っ
て
い
る
。

　

   

令
和
６
年
度
４
名
を
採
用
し
、
６

年
度
末
９
名
が
活
動
し
て
い
る
。

　

   

地
域
お
こ
し
協
力
隊
全
体
の
費
用

は
、
企
画
政
策
係
所
属
２
名
１
１
８ 

２
万
２
千
円
、
農
政
係
所
属
２
名
９ 

７
４
万
１
千
円
、
商
工
観
光
係
所
属

３
名
７
２
６
万
１
千
円
、
文
化
財
係

所
属
２
名
９
３
８
万
円
、
９
名
の
合

　

   

長
門
牧
場
、
町
内
新
設
４
箇
所
、

補
修
５
箇
所
の
防
護
柵
資
材
提
供
。

獣
害
防
止
柵
総
延
長
５
５
１
５
ｍ
。

  

長
和
町
猟
友
会
と
ワ
ナ
の
会
そ
れ

  

空
室
と
な
っ
て
い
る
教
員
住
宅
を

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
や
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
で
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

  

教
員
が
入
居
を
希
望
し
た
際
に
入

居
で
き
る
よ
う
に
、
一
定
程
度
は
空

室
の
状
態
で
維
持
し
て
い
き
た
い
。

  

Ｇ
ｌ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
対
応
Ｉ
Ｃ
Ｔ

相
談
支
援
体
制
と
は
な
に
か
。

  

一
般
社
団
法
人
上
田
地
域
振
興
事

業
団
に
委
託
し
、
専
属
の
方
が
長
門

小
・
和
田
小
に
月
２
回
訪
問
、
さ
ら

に
電
話
相
談
等
に
も
対
応
し
て
頂
い

て
い
る
。

　
　

  

米
の
高
騰
に
伴
う
給
食
費

　
　

値
上
げ
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

ど
の
程
度
進
捗
し
て
い
る
か
。

  

今
年
度
産
の
主
食
用
米
の
値
上
げ

は
確
実
で
あ
る
と
思
う
。
稲
刈
り
等

が
終
わ
っ
た
頃
合
い
を
見
て
、
生
産

者
と
協
議
し
、
栄
養
教
諭
と
給
食
費

の
価
格
を
定
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

る
こ
と
も
検
討
す
る
。

計
で
３
８
２
０
万
５
千
円
で
あ
る
。

起
業
支
援
金
２
０
０
万
円

委
託
型
事
業
９
６
０
万
円

募
集
事
業
22
万
２
千
円

原
材
料
費
６
９
８
万
円
／
対 

策
整
備
交
付
金
１
２
１
２
万 

５
千
円

教
員
住
宅
維
持
管
理
費
用

  

光
熱
水
費
29
万
９
千
円

  

建
物
修
繕
費
19
万
２
千
円

委
託
料

小
・
中
学
校
給
食
食
材
費

辺
地
対
策
事
業
債
１
億
１
９ 

８
０
万
円
／
過
疎
対
策
事
業 

債 

６
５
０
０
万
円

消
防
団
員
報
酬
１
３
５
９
万 

７
千
円 

委
託
料
不
用
額
３
７
２
万 

５

千
円

  

地
域
お
こ
し
協
力
隊（
企
画
費
）

  

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
費
用

  

事
務
局
一
般
経
費

   

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
タ
ー
費
用

    

学
校
給
食
運
営
事
業

  

ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま
ス
キ
ー

　

場
整
備
費
・
備
品
購
入
費

  
非
常
備
消
防
費

   

長
和
の
里
歴
史
館
・
文
書
館

　

運
営
事
業

総
合
政
策
課

産
業
建
設
課

教
育
課

551551万万77千円千円

3,9793,979万万88千円千円1,1821,182万万22千円千円

22億億3,1123,112万万33千円千円1,9101,910万万55千円千円

6,5756,575万万99千円千円252252万円万円

22,,265265万万55千円千円
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「
黒
耀
石
の
ふ
る
さ
と
」創
生
事
業

で
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て

史
跡
公
園
内
の
古
木
の
伐
採
を
行
っ

て
い
る
が
、
詳
細
説
明
を
。

  

産
業
建
設
課
の
予
算
、　

林
業
振

興
費
の
農
林
事
業
そ
の
他
委
託
料
、

41
万
７
８
０
０
円
の
19
万
３
６
０
０

円
を
使
っ
て
伐
採
し
た
。

　
　

‌
  

令
和
６
年
度
の
出
生
数
と
、

　

  

令
和
７
年
度
の
出
生
数
の
見

込
み
は
、
何
名
と
な
っ
て
い
る
か
。

  

令
和
６
年
度
の
出
生
数
は
９
名
、

令
和
７
年
度
の
出
生
数
は
15
名
の
見

込
み
で
あ
る
。

  
現
在
町
内
で
活
動
し
て
い
る
子
育

て
サ
ポ
ー
タ
ー
は
何
名
い
る
か
。
ま

た
、
そ
の
活
動
内
容
は
。

  

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
は
26
名
登
録

さ
れ
て
い
る
。
２
歳
児
歯
科
健
診
時

に
、
お
子
さ
ん
の
託
児
を
通
し
て
子

ど
も
の
育
ち
を
見
守
っ
て
頂
い
て
い

る
。

  

保
育
園
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
、
今
後
増
え
る
機
能
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
。

  

現
在
は
登
園
降
園
時
の
打
刻
や
お

便
り
配
信
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後

は
写
真
販
売
や
保
育
の
指
導
案
な
ど

に
も
利
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

悪
い
と
の
声
も
あ
る
。
一
方
、
デ
マ

ン
ド
バ
ス
に
よ
る
公
共
交
通
機
関
が

整
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
タ
ク
シ
ー

利
用
補
助
券
の
交
付
を
ど
の
よ
う
に

す
る
か
、
今
年
度
中
に
検
討
す
る
予

定
で
あ
る
。

  

タ
ク
シ
ー
利
用
補
助
券
は
、
利
用

価
値
が
悪
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
検

討
を
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

  

タ
ク
シ
ー
利
用
補
助
券
は
、
微
増

（
２
万
７
千
円
、
８
千
円
増
）と
な
っ

て
い
る
が
、
町
内
に
タ
ク
シ
ー
会
社

が
な
い
こ
と
も
あ
り
、
使
い
勝
手
が

  

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
今
後
の

利
用
見
込
み
に
つ
い
て
、
増
減
は
ど

う
な
る
と
み
て
い
る
か
。

  

支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
は
増

え
て
い
る
が
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
は
横
ば
い
の
状
況
。
配
食
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
他
、
民
間
の
お
弁
当
サ
ー

ビ
ス
や
買
い
物
支
援
、
ヘ
ル
パ
ー
に

よ
る
支
援
等
の
利
用
も
進
ん
で
い
る

た
め
と
思
わ
れ
る
。

　
　

‌
  

土
曜
日
預
か
り
に
つ
い
て
、

利
用
で
き
な
い
日
が
あ
る
と
い
う

が
、
そ
の
後
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
夏
休
み
の
早
朝
利

用
に
つ
い
て
は
今
後
ど
の
よ
う
に
対

  

民
生
児
童
委
員
の
報
酬
は
。

  

町
の
福
祉
委
員
と
し
て
、
年
額
で

委
員
長
に
12
万
９
千
円
、
副
委
員
長

に
９
万
８
千
円
、
委
員
に
９
万
１
千

円
を
支
払
っ
て
お
り
、
金
額
は
条
例

で
規
定
さ
れ
て
い
る
。

妊
婦
健
診
・
予
防
接
種
等

保
育
園
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

導
入
事
業

運
転
免
許
証
自
主
返
納
促
進

事
業
12
万
５
千
円
／
補
聴
器
購

入
費
用
補
助
事
業
27
万
円
・
申

請
者
９
名

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
業
務

委
託
料

児
童
館
運
営
事
業

   

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

     

母
子
保
健
事
業

   

保
育
園
児
童
運
営
費

   

高
齢
者
支
援
事
業

   

地
域
支
援
事
業

   

児
童
福
祉
費

民
生
児
童
委
員
総
事
業
費

用
４
９
２
万
３
千
円

  

社
会
福
祉
一
般
経
費

2,2632,263万万11千円千円

490490万万44千円千円

3939万万55千円千円

932932万円万円16871687万万66千円千円

保育園に ICTシステムを導入（ながと保育園）

保
健
福
祉
課

3,0853,085万円万円
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‌
  

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、

一
昨
年
に
第
２
次
長
和
町
男
女
共
同

参
画
計
画
が
作
ら
れ
、
昨
年
度
は
そ

の
ス
タ
ー
ト
の
年
だ
っ
た
と
思
う
が

決
算
に
項
目
が
何
も
な
い
。
委
員
会

も
開
か
れ
て
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
ま

た
、
今
年
は
何
か
取
り
組
み
を
し
て

い
る
の
か
。

  

令
和
６
年
度
は
、
委
員
会
を
開
催

せ
ず
、
事
業
も
進
展
し
な
か
っ
た
。

７
年
度
は
、
７
月
に
推
進
委
員
会
を

開
催
し
、
事
業
計
画
に
よ
り
、
事
業

所
向
け
の
研
修
の
開
催
や
男
女
共
同

参
画
の
周
知
を
進
め
て
い
る
。

応
し
て
い
く
か
。

  

要
綱
に
お
い
て
土
曜
日
は
受
入
日

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
規
定
ど
お
り

の
対
応
と
し
た
い
。

　

  

ま
た
、
夏
休
み
期
間
、
家
庭
の
事

情
に
よ
り
７
時
30
分
か
ら
預
か
っ
て

欲
し
い
と
い
う
お
宅
の
対
応
を
し
て

い
る
が
、
要
綱
で
は
８
時
か
ら
と
規

定
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
方
向
で
対

応
し
た
い
。

  

相
続
放
棄
の
増
加
は
、
町
税
の
徴

収
率
だ
け
で
な
く
、
空
き
家
問
題
に

も
大
き
く
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
町
と
し
て
の
対
策
は
。

  

相
続
放
棄
に
よ
り
納
税
通
知
書
を

送
付
す
る
相
続
人
が
い
な
い
場
合
、

固
定
資
産
税
は
徴
収
で
き
な
い
。
こ

の
場
合
、
家
庭
裁
判
所
へ
の
申
し

立
て
を
経
て
、
相
続
財
産
清
算
人
を

選
任
、
土
地
や
家
屋
な
ど
の
相
続
財

産
を
処
分
す
る
こ
と
で
債
務
弁
済
に

充
て
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
１
件
あ

た
り
１
０
０
万
円
ほ
ど
の
予
納
金
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
予
納
金

の
返
還
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ

る
。
今
後
関
係
部
署
と
協
議
の
上
、

相
続
財
産
清
算
人
を
申
し
立
て
る
要

否
を
勘
案
し
て
い
き
た
い
。

報
酬
・
旅
費 

０
円 

   

隣
保
館
運
営
事
業

　

令
和
６
年
度
長
和
町
一
般
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
、
交
通
分
野
で
は
巡

回
バ
ス
か
ら
デ
マ
ン
ド
交
通
へ
移
行
し

た
結
果
、
利
用
者
数
が
増
加
し
、
住
民

の
足
の
確
保
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
利
便
性
の
向
上
に

向
け
た
更
な
る
検
討
を
期
待
す
る
。

　

教
育
子
育
て
分
野
で
は
、
児
童
ク
ラ

ブ
の
利
用
者
が
増
加
、
現
行
の
施
設
で

は
手
狭
な
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。
人
員

を
調
整
し
、
高
学
年
を
学
校
の
空
き
教

室
に
分
散
さ
せ
る
な
ど
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
児
童
館
と
し
て
の
新
た
な

ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｘ
の
取
組
が
着
実
に
進
め

　

文
化
財
関
連
に
お
い
て
、
人
件
費
を

当
初
予
算
に
計
上
し
な
が
ら
執
行
さ
れ

ず
、
不
用
額
が
発
生
し
た
事
例
が
あ
っ

た
。
補
正
予
算
で
整
理
す
る
余
地
も
あ 

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
予
算
執
行
の
機

動
性
を
高
め
る
工
夫
を
求
め
る
。

　

税
務
分
野
で
は
、
定
額
減
税
や
相
続

放
棄
の
影
響
で
徴
収
率
が
低
下
。
大
口

滞
納
者
へ
の
厳
正
な
対
応
と
合
わ
せ
、

丁
寧
な
相
談
支
援
を
期
待
す
る
。

　

保
健
福
祉
課
に
お
い
て
は
、
限
ら
れ

た
職
員
体
制
の
中
で
膨
大
な
業
務
を
着

実
に
遂
行
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
滞
り

な
く
提
供
し
た
努
力
に
、
改
め
て
敬
意

を
表
し
た
い
。

　

総
じ
て
、
令
和
６
年
度
の
決
算
は
厳

し
い
財
政
・
社
会
状
況
の
中
に
あ
っ
て

も
、
町
民
生
活
の
安
定
と
将
来
へ
の
布

石
と
な
る
施
策
が
展
開
さ
れ
た
も
の
と

認
め
ら
れ
る
。
今
後
に
さ
ら
に
期
待
し

本
議
案
に
賛
成
す
る
。　
　
　
（
抜
粋
）

ら
れ
て
い
る
。
町
の
お
知
ら
せ
ア
プ
リ

「
Ｎ
ナ
ビ
」、書
か
な
い
窓
口「
指
ナ
ビ
」、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
に
加
え
、
保
育

園
で
は
欠
席
連
絡
や
登
降
園
管
理
シ
ス

テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
保
護
者
や
職
員
双

方
の
負
担
軽
減
に
寄
与
し
て
い
る
。

  

新
た
な
取
組
が
効
果
を
上
げ
た

  

さ
ら
に
適
正
な
予
算
執
行
を

！

町
民
税
２
億
２
０
７
１
万
５ 

千
円
（
２
５
１
３
万
９
千
円
減
）

／
固
定
資
産
税
４
億
１
５
９

２
万
８
千
円
（
２
５
１
３
万
９

千
円
減
）／
た
ば
こ
税
３
９
４ 

９
万
７
千
円
（
55
万
２
千
円
減
）

  

町
税
収
入
が
減
少（
対
前
年
）

824824万万88千円千円

賛
成
討
論

阿部由紀子 議員

住
民
生
活
課

77億億609609万万22千円千円
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変
厳
し
い
経
営
状
況
と
な
っ

て
お
り
、
一
般
会
計
か
ら
多

額
の
基
準
外
繰
入
金
を
入
れ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後

の
見
通
し
と
し
て
、
５
年
毎

の
使
用
料
見
直
し
を
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
町
だ

け
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題

だ
と
思
う
。
広
域
化
や
青
木

村
と
の
連
携
の
話
を
進
め
る

と
と
も
に
、
国
や
県
に
補
助

事
業
の
拡
充
等
の
要
望
を
し

て
い
き
た
い
。

  

滞
納
に
つ
い
て
、
分
納
誓

約
は
ど
の
く
ら
い
か
。
滞
納

整
理
は
実
施
し
て
い
る
か
。

  

分
納
誓
約
が
い
く
ら
あ
る

  

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
報

酬
の
総
額
は
ど
の
く
ら
い
増

と
な
る
の
か
。

  

議
員
10
名
分
、（
議
員
報
酬

等
）
５
９
１
万
６
千
円
余
の

増
額
と
な
る
。

  

経
常
収
支
比
率
が
１
１
０ 

％
、
料
金
回
収
率
が
25
％
と

な
っ
て
お
り
、
一
般
会
計
繰

入
金
に
よ
り
経
営
で
き
て
い

か
集
計
し
て
い
な
い
。
分
納

者
に
は
相
対
で
話
を
し
て
い

る
。
滞
納
者
に
は
滞
納
整
理

も
行
っ
て
い
る
。

る
状
況
で
あ
る
。
こ
の
先
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

  

現
在
、
料
金
改
定
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
。
現
状
大

  

令
和
６
年
度
末
に
退
職
し

た
職
員
の
退
職
金
分
の
増
額

補
正
が
、
な
ぜ
今
９
月
議
会

に
な
る
の
か
。

水
道
事
業
収
益
は
、２
億
５
０
３
５
万
３
千
円

審
議
会
か
ら
の
答
申
等
、
詳
し
く
は
Ｐ
・
28
を
ご
参
照
下
さ
い
。

水
道
事
業
収
益
は
、４
億
６
８
１
５
万
１
６
５
９
円

既
定
の
予
算
総
額
に
７
５
３
６
万
１
千
円
を
追
加
す
る
。

　
議
員
の
報
酬
増
額
を
求
め

て
要
望
し
た
が
、
答
申
の
中

で
、
議
員
の
資
質
に
つ
い
て

大
分
問
わ
れ
て
い
た
。
私
た

ち
議
員
も
、
特
別
職
の
公
務

員
と
し
て
、
日
頃
か
ら
住
民

や
職
員
に
対
す
る
言
語
態
度

　
町
当
局
に
お
い
て
は
、
短

い
期
間
の
中
で
話
を
進
め
て

頂
き
、
議
会
で
も
、
短
期
間

の
中
で
議
会
報
告
会
等
で
話

を
進
め
て
き
た
が
、
私
た
ち

の
任
期
は
11
月
末
ま
で
。
こ

の
報
酬
は
、
来
期
の
議
員
の

報
酬
を
決
め
る
と
い
う
、
全

国
的
に
も
議
員
な
り
手
不
足

の
中
で
、
県
の
報
酬
レ
ベ
ル

よ
り
も
少
し
上
が
っ
た
、
本

当
に
あ
り
が
た
い
金
額
を
出

し
て
頂
い
た
。
新
議
員
に
は

こ
れ
を
も
と
に
、
し
っ
か
り

と
働
い
て
ほ
し
い
。

等
は
厳
正
に
行
う
べ
き
と
思

う
。
議
員
活
動
を
行
う
に
し

て
も
、
議
員
と
し
て
恥
ず
か

し
く
な
い
よ
う
、
基
本
的
な

こ
と
を
十
分
肝
に
銘
じ
て
お

く
必
要
が
あ
る
し
、
ま
た
そ

の
よ
う
に
行
動
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。

賛
成
討
論

　
　
渡
辺
久
人 

議
員

賛
成
討
論

　
　
原
田
恵
召 

議
員

一
般
職
退
職
手
当
組
合

一
般
職
退
職
手
当
組
合

負
担
金

負
担
金  

職
員
２
名
分
の
特
別

職
員
２
名
分
の
特
別

負
担
金

負
担
金

総
務
経
済
常
任
委
員
会

総
務
経
済
常
任
委
員
会
は

９
月
12
日（
金
）に
委
員
会

を
開
催
。
付
託
さ
れ
た
令

和
６
年
度
特
別
会
計
及
び

事
業
会
計
決
算
認
定
、
条

例
案
、
令
和
７
年
度
補
正

予
算
案
他
に
つ
い
て
審
査

を
実
施
。
す
べ
て
の
議
案

が
認
定
・
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
長
／ 

佐
藤 

恵
一

副
委
員
長
／ 

荻
野 

友
一

　
　
委
員
／ 

原
田 

恵
召

　
　
　 

　
　
小
川 

純
夫

　
　
　 

　
　
渡
辺 

久
人

佐藤恵一 委員長

令
和
６
年
度 

長
和
町
上
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

長
和
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

令
和
６
年
度 

長
和
町
公
共
下
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

令
和
７
年
度 

長
和
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て

総
合
政
策
課

759759万万77千円千円増増



  
長
和
町
の
一
人
当
た
り
医

療
費
は
令
和
６
年
度
が
県
内

第
７
位
と
上
位
で
あ
る
一

方
、
一
世
帯
当
た
り
保
険
税

調
定
額
は
県
内
70
位
と
な
っ

て
い
る
。
令
和
９
年
度
の
上

小
地
域
で
の
医
療
費
指
数
の

統
一
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の

見
通
し
は
ど
う
か
。

  

今
後
、
国
保
税
を
上
げ
て

  

国
保
税
よ
り
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
方
が
、
収
納

率
が
高
い
原
因
は
な
に
か
。

  

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
、
75
歳
に
な
っ
て
時
期
が

い
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
る
が
、
町
民
の
負
担
が
大

き
く
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
基

金
を
活
用
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

来
る
と
自
動
的
に
年
金
特
徴

と
な
る
。
国
民
健
康
保
険
税

と
住
民
税
は
年
金
特
徴
か
ら

外
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
多

い
た
め
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
方
が
、
収
納
率
が

高
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

  

国
保
税
が
、
年
金
特
徴
を

外
れ
て
普
通
徴
収
に
な
っ
て

し
ま
う
未
納
者
は
基
本
的
に

払
え
な
い
と
い
う
状
況
な
の

で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な

中
で
徴
収
率
を
上
げ
る
の
は

困
難
で
は
な
い
か
。

  

未
納
者
に
つ
い
て
は
、
実

際
の
生
活
状
況
の
確
認
や
、

金
額
に
よ
っ
て
は
長
野
県
地

方
税
滞
納
整
理
機
構
へ
移
管

を
行
い
、
納
税
す
る
負
担
能

力
が
な
い
と
い
う
判
定
が
出

た
と
こ
ろ
で
必
要
に
応
じ
執

行
停
止
、
不
能
欠
損
処
分
を

す
る
と
い
っ
た
対
応
を
行
っ

て
い
る
。
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公
共
交
通
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

導
入
に
つ
い
て
、
事
業
完
了

は
い
つ
か
。

  

今
年
度
内
と
な
る
。

  

電
柱
の
光
ケ
ー
ブ
ル
を
支

え
る
ワ
イ
ヤ
ー
の
脱
落
事
故

を
受
け
手
の
こ
と
だ
が
、
脱

落
し
た
ワ
イ
ヤ
ー
の
修
繕
は

し
た
の
か
。

  

脱
落
し
た
も
の
は
既
に
修

  

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
新
型
受
信

機
は
、
ど
ん
な
機
能
が
新
し

く
な
っ
て
い
る
の
か
。

  

地
震
や
武
力
攻
撃
の
際
に

防
災
無
線
と
連
動
し
て
住
民

へ
の
情
報
伝
達
を
行
う
た
め

も
の
。
新
型
受
信
機
は
、
来

年
度
か
ら
運
用
が
行
わ
れ
る

新
た
な
防
災
気
象
情
報
に
対

応
す
る
。

  

移
住
交
流
会
は
ど
こ
の
団

体
が
実
施
す
る
予
定
か
。

  

町
内
業
者
で
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
Ｏ
Ｇ
で
あ
る
ナ

ワ
メ
社
に
委
託
し
た
い
。
初

め
て
の
開
催
で
、
ま
ず
は
移

住
者
の
交
流
会
を
行
う
。
今

回
の
実
績
を
踏
ま
え
、
次
は

移
住
希
望
者
を
対
象
と
し
た

交
流
会
も
企
画
し
た
い
。

  
退
職
は
３
月
末
だ
が
、
退

職
金
の
計
算
を
４
月
以
降
に

行
う
た
め
、
そ
の
際
、
定
年

退
職
時
の
退
職
金
に
、
早
期

退
職
分
の
上
乗
せ
を
計
算
し

て
職
員
に
支
払
わ
れ
る
。
そ

の
た
め
、
今
年
度
に
入
っ
て

か
ら
の
退
職
金
の
精
算
と
な

り
、
今
回
の
補
正
を
お
願
い

し
て
い
る
。

繕
し
た
。
原
因
等
に
つ
い
て

は
今
回
調
査
し
た
い
。

田福光規 委員長

社
会
文
教
常
任
委
員
会

社
会
文
教
常
任
委
員
会
は

９
月
16
日（
月
）に
委
員
会

を
開
催
。
付
託
さ
れ
た
令

和
６
年
度
特
別
会
計
決
算

認
定
、
令
和
７
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
案
、
請
願

２
件
に
つ
い
て
審
査
を
実

施
。
す
べ
て
の
議
案
が
認

定
・
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
長
／ 

田
福 

光
規

　
副
委
員
長
／ 

阿
部
由
紀
子

　
　
委
員
／ 

龍
野 

一
幸

　
　
　 

　
　
羽
田 

公
夫

　
　
　 

　
　
森
田 

公
明

町
内
公
共
交
通
事
業
者
地

町
内
公
共
交
通
事
業
者
地

域
連
携
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入

域
連
携
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入

支
援
負
担
金

支
援
負
担
金

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
運

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
運

営
費
営
費  

役
務
費
点
検・検
査
料

役
務
費
点
検・検
査
料

防
災
対
策
費

防
災
対
策
費  

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

新
型
受
信
機
更
新
費
用

新
型
受
信
機
更
新
費
用

定
住
促
進
事
業

定
住
促
進
事
業  

移
住
交
流

移
住
交
流

事
業
業
務
委
託
料

事
業
業
務
委
託
料

令
和
６
年
度
長
和
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
（
事

業
勘
定
）
決
算
認
定

令
和
６
年
度
長
和
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決

算
認
定

総
務
課

1,2751,275万円万円増増
2929万万77千円千円増増

364364万万77千円千円増増1818万円万円増増
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軽
自
動
車
の

総
排
気
量
や
車

種
は
外
形
で
区

別
で
き
る
も
の

か
。
何
を
も
っ

て
判
断
す
る
の

か
。

  

今
回
改
正
さ

れ
た
新
基
準
の

  

河
川
水
質
検
査
は
、
今
後
、

年
何
回
実
施
し
、
予
算
は
い

く
ら
を
見
込
ん
で
い
る
か
。

  

金
額
は
24
万
２
千
円
を
見

込
ん
で
お
り
、
今
年
度
は
Ｐ 

Ｆ
Ａ
Ｓ
検
査
を
追
加
す
る
た

め
、
予
算
残
額
と
の
差
額
１ 

万
５
千
円
の
補
正
を
お
願
い

す
る
も
の
。
年
１
回
の
検
査

で
、
今
年
度
は
全
体
７
か
所

の
検
査
の
う
ち
、
３
か
所
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

  

ふ
れ
あ
い
館
男
子
ト
イ
レ

の
洗
面
台
修
繕
は
、
部
品
を

交
換
す
る
の
か
。

  

洗
面
台
が
目
詰
ま
り
を
起

  

自
動
ド
ア
は
専
門
の
メ
ー

カ
ー
に
な
る
と
思
う
が
、
そ

の
他
の
修
理
は
町
内
の
業
者

が
処
理
す
る
の
か
。

  

で
き
る
も
の
は
、
町
内
業

者
で
処
理
す
る
。
案
件
に
よ

り
額
の
大
き
な
も
の
は
指
名

競
争
入
札
に
な
る
が
、
基
本

的
に
は
地
元
で
よ
く
わ
か
っ

て
い
る
業
者
に
お
願
い
し
て

対
応
し
て
い
き
た
い
。

  

長
門
小
学
校
の
屋
外
消
防

設
備
と
は
、
具
体
的
に
は
な

に
か
。

  

消
防
団
で
使
用
し
て
い
る

可
搬
式
の
消
防
ポ
ン
プ
で
あ

る
。
プ
ー
ル
な
ど
の
水
利
を

利
用
し
た
消
火
活
動
に
使
用

す
る
。

登
録
時
で
は
、
外
形
だ
け
で

は
判
別
が
つ
か
な
い
た
め
販

売
証
明
書
や
車
両
に
係
る
取

扱
説
明
書
の
内
容
を
確
認
し

て
い
る
。

既
定
の
予
算
総
額
に
７
５
３
６
万
１
千
円
を
追
加
す
る
。

  

一
時
期
、
施
設
入
所
者
が

増
え
施
設
給
付
費
が
増
え
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
が

流
行
し
全
体
的
に
給
付
費
が

減
っ
た
が
、
居
宅
給
付
費
が

増
え
る
な
ど
、
９
期
介
護
保

険
事
業
計
画
の
計
画
時
と
の

状
況
は
ど
う
か
。
改
定
が
必

要
な
よ
う
に
思
う
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

  

第
９
期
介
護
保
険
事
業　

計
画
で
は
、
施
設
給
付
費　

が
伸
び
る
と
見
込
ん
だ
が
、

施
設
給
付
費
は
減
少
し
居　

宅
介
護
給
付
費
が
増
加
し　

て
い
る
。
来
年
度
作
成
す　

る
第
10
期
介
護
保
険
事
業　

こ
し
、
排
水
が
流
れ
な
く
な 

っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
分
解
・

修
繕
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

計
画
で
は
そ
の
状
況
を
反
映

し
て
、
策
定
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

  

プ
リ
ン
タ
ー
の
購
入
費
用

が
保
険
者
努
力
支
援
交
付
金

の
対
象
外
に
な
っ
た
の
は
何

故
か
。

  

予
算
編
成
時
に
は
、
県
の

担
当
か
ら
交
付
対
象
経
費
に

な
る
と
い
う
情
報
提
供
が
あ 

っ
た
。
４
月
に
入
り
、
国
か

ら
示
さ
れ
た
令
和
７
年
度
の

交
付
要
綱
に
、
国
保
連
合
会

が
提
供
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム

に
関
す
る
プ
リ
ン
タ
ー
等
に

係
る
経
費
は
対
象
外
と
す
る

旨
が
掲
載
さ
れ
た
も
の
。

既
定
の
予
算
総
額
に
１
０
１
９
万
６
千
円
を
追
加
す
る
。

賦
課
徴
収
費

賦
課
徴
収
費  

制
度
改
正
に

制
度
改
正
に

伴
う
軽
自
動
車
税
シ
ス
テ
ム

伴
う
軽
自
動
車
税
シ
ス
テ
ム

改
修
業
務
委
託
料

改
修
業
務
委
託
料

隣
保
館
費
需
用
費

隣
保
館
費
需
用
費  

建
物
修

建
物
修

繕（
ト
イ
レ
修
繕
）費

繕（
ト
イ
レ
修
繕
）費

黒
耀
石
の
ふ
る
さ
と
保
存

黒
耀
石
の
ふ
る
さ
と
保
存

整
備
費

整
備
費  

黒
耀
石
ミ
ュ
ー
ジ
ア

黒
耀
石
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
玄
関
ド
ア
修
繕
費

ム
玄
関
ド
ア
修
繕
費

長
門
小
学
校
管
理
一
般
経

長
門
小
学
校
管
理
一
般
経

費費  

校
用
機
械
器
具
費

校
用
機
械
器
具
費

特
定
健
康
診
査
等
事
業
費

特
定
健
康
診
査
等
事
業
費  

事
務
用
備
品
費

事
務
用
備
品
費

環
境
衛
生
総
務
費
一
般
経

環
境
衛
生
総
務
費
一
般
経

費費  

河
川
水
質
検
査
委
託
料

河
川
水
質
検
査
委
託
料

令
和
７
年
度 

長
和
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て

住
民
生
活
課

保
健
福
祉
課

教
育
課

1414万万99千円千円増増

55千円千円増増

4646万万66千円千円増増

165165万万66千円千円増増5353万万22千円千円減減

11万万55千円千円増増

令
和
６
年
度
長
和
町
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

令
和
７
年
度
長
和
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
事
業
勘
定
）

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て
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本
年
１
月
、
埼
玉
県
八
潮
市
に
お
い
て
発
生
し
た
下
水
道
管

の
陥
没
事
故
は
、
全
国
各
地
で
老
朽
化
が
進
む
上
下
水
道
施
設

の
維
持
管
理
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
や
、
上
下
水
道
施
設

が
私
た
ち
の
衛
生
的
で
安
全
な
日
常
生
活
を
支
え
る
上
で
必
要

不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
そ
の
機
能
が
長
期
間
失
わ
れ
る

こ
と
は
、
公
衆
衛
生
面
の
悪
化
、
交
通
麻
痺
、
経
済
活
動
へ
の

影
響
な
ど
、
計
り
知
れ
な
い
損
害
を
も
た
ら
す
こ
と
を
改
め
て

浮
き
彫
り
に
し
た
。

　
地
方
自
治
体
は
、
日
々
、
老
朽
化
し
た
上
下
水
道
施
設
の
点

検
、
補
修
、
更
新
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
広
範
囲
に
及
ぶ
施
設
の
た
め
多
額
の
費
用
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
地
方
財
政
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
状
況

に
直
面
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
今
後
、
必
要
な
国
の
財
政
支
援
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
老
朽

管
の
更
新
が
遅
れ
、
漏
水
や
管
路
破
損
と
い
っ
た
重
大
な
事
故

リ
ス
ク
が
増
大
し
、
ひ
い
て
は
市
民
生
活
の
安
全
確
保
に
支
障

　
長
野
県
で
は
２
０
１
３
年
度
に
小
中
学
校
全
学
年
で
35
人
学

級
が
実
現
し
、
複
式
学
級
の
定
員
に
つ
い
て
も
独
自
に
小
中
学

校
と
も
８
人
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
義
務
標
準
法
の
裏
付
け

が
な
い
た
め
財
政
的
負
担
は
大
き
く
、
学
級
増
に
よ
る
教
員
増

の
多
く
を
臨
時
的
任
用
で
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
学
校
の

専
科
教
員
は
国
基
準
で
配
置
さ
れ
、
県
基
準
の
学
級
数
と
連
動

し
て
い
な
い
。

　
学
校
現
場
は
、
膨
大
な
業
務
量
に
加
え
、
一
人
ひ
と
り
の
子

ど
も
に
寄
り
添
っ
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
深
刻
な
人
手
不
足
に

あ
り
、
教
員
は
多
忙
を
極
め
、
教
材
研
究
や
授
業
準
備
を
勤
務

時
間
内
に
行
う
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
豊
か
な
学
び

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推
進
と
教
員

を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
地
方
の
上
下
水
道
事
業
者

の
実
情
と
要
望
を
踏
ま
え
、
以
下
に
記
す
財
政
支
援
を
大
幅
に

強
化
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。 

１ 

必
要
な
予
算
枠
を
確
保
し
、
上
下
水
道
事
業
者
の
要
望
ど

　
お
り
配
分
す
る
。 

２ 

補
助
制
度
の
拡
充
及
び
採
択
要
件
の
大
幅
な
緩
和
を
行
う
。 

３ 

地
方
の
実
情
を
踏
ま
え
た
新
た
な
財
政
措
置
等
を
講
ず
る
。 

　
（
要
旨
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
出
者　
田
福
光
規 

議
員

上
下
水
道
事
業
に
対
す
る
国
の
財
政
支
援
の
強
化

等
を
求
め
る
意
見
書
　

・
提
出
先　
内
閣
総
理
大
臣
・
衆
議
院
議
長 

他
４
機
関

「
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推
進
と
教
員
増
の
た
め

の
教
育
予
算
確
保
」
と
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
・
拡
充
」
を
求
め
る
意
見
書

・
提
出
先 

内
閣
総
理
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣 

他
４
機
関

９月９月
議会議会

　

長
和
町
議
会
で
は
、
９
月
議
会
に
お

い
て
、
議
員
提
出
に
よ
る
意
見
書
１
件

と
、
請
願
を
受
け
提
出
さ
れ
た
意
見
書

２
件
を
、
全
員
賛
成
に
よ
り
採
択
し
、

国
等
に
提
出
し
ま
し
た
。

意
見
書
■
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今
、
小・中・高
を
合
わ
せ
る
と
41
万
人
を
超
え
る
不
登
校
の

子
ど
も
が
い
る（
23
年
度
）。
と
り
わ
け
小
・
中
学
校
で
は
11
年

連
続
で
増
加
し
、
過
去
最
多
。
ま
た
、
貧
困
・
い
じ
め
・
教
職

員
の
未
配
置
な
ど
解
決
す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
長
時

間
労
働
の
実
態
も
改
善
さ
れ
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
び

を
保
障
す
る
た
め
の
教
材
研
究
や
授
業
準
備
の
時
間
を
十
分
に

確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
は
、
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
の
保
障
や
教
職
員
の
働

き
方
改
革
に
大
き
く
か
か
わ
る
。　
（
Ｐ・
12
語
句
解
説
参
照
）

　
こ
の
た
め
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
」の
状
態

等
を
早
期
に
改
善
し
、
次
期
学
習
指
導
要
領
の
内
容
の
精
選
、

標
準
授
業
時
数
の
削
減
を
強
く
求
め
る
。（
要
旨
）

の
持
ち
授
業
時
数
軽
減
の
た
め
の
抜
本
的
な
教
員
定
数
の
改
善

が
不
可
欠
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
来
年
度
予
算
編
成
に
、
下
記
の

措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

１　
ど
の
子
に
も
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
す
る
た
め
、
以
下
の

　
３
点
を
検
討
し
、
必
要
な
教
育
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

　
⑴　
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
の
推
進
。

　
⑵　
複
式
学
級
の
学
級
定
員
の
引
き
下
げ
。

　
⑶　
教
員
基
礎
定
数
算
出
に
用
い
る
「
係
数
」
の
改
善
。

２　
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
し
、
負
担
率
を
２
分

　
の
１
に
復
元
す
る
な
ど
拡
充
す
る
こ
と
。　
（
要
旨
）

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
」
の
改
善

を
求
め
る
意
見
書
案

・
提
出
先  

内
閣
総
理
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣 
他
２
機
関

  

公
用
車
８
台
分
の
登
録
年

か
ら
令
和
８
年
３
月
分
ま
で

の
受
信
料
を
支
払
う
と
言
う

が
、
ま
だ
令
和
７
年
７
月
で

こ
こ
ま
で
の
清
算
で
は
な
い

の
か
。

  

未
契
約
８
台
分
の
受
信
料

を
令
和
７
年
度
末
分
ま
で
支

払
い
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
協
議
に

な
る
が
、
テ
レ
ビ
機
能
を
外

し
た
車
両
分
を
後
に
精
算
し

て
、
返
金
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
と
思
う
。

  

ご
み
袋
の
引
換
期
限

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

使
わ
れ
な
か
っ
た
場
合

の
手
数
料
費
用
は
。

  

令
和
７
年
８
月
事
業

開
始
と
な
る
。
交
換
期

間
は
約
１
ヵ
月
ぐ
ら
い

を
見
込
み
た
い
と
考
え

て
い
る
。
手
数
料
は
精

算
が
必
要
か
も
し
れ
な

い
が
、
全
世
帯
に
配
布

し
て
使
っ
て
頂
く
こ
と

で
計
上
し
て
い
る
。

  

今
回
は
補
助
金
が
付
か
な

か
っ
た
が
町
と
し
て
は
必
要

な
事
業
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
。

  

今
あ
る
予
算
の
中
で
ロ
ー

カ
ル
ガ
イ
ド
人
材
の
育
成
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

県
の
観
光
機
構
と
連
携
を
図

り
、
機
構
の
人
材
育
成
に
も

参
加
し
た
い
。

既
定
の
予
算
総
額
に
１
４
４
５
万
８
千
円
を
追
加
す
る
。

臨時臨時
会□会□

   

７
月
８
日（
火
）、令
和
７
年
長

和
町
議
会
第
２
回
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
、
令
和
７
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
１
件
、
契
約
の
変

更
１
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
い

ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

庁
舎
一
般
管
理
費

庁
舎
一
般
管
理
費  

Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｎ
Ｈ
Ｋ

テ
レ
ビ
受
信
料

テ
レ
ビ
受
信
料      

テ
レ
ビ
機
能

テ
レ
ビ
機
能

付
き
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
設

付
き
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
設

置
公
用
車
の
未
契
約
分

置
公
用
車
の
未
契
約
分

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事

業業  

町
内
全
世
帯
に
可
燃
不
燃

町
内
全
世
帯
に
可
燃
不
燃

の
ご
み
袋
を
２
本
ず
つ
配
布

の
ご
み
袋
を
２
本
ず
つ
配
布

ロ
ー
カ
ル
ガ
イ
ド
人
材
の

ロ
ー
カ
ル
ガ
イ
ド
人
材
の

持
続
的
な
確
保
育
成
事
業

持
続
的
な
確
保
育
成
事
業  

観
光
庁
へ
申
請
し
た
事
業
が
６

観
光
庁
へ
申
請
し
た
事
業
が
６

月
５
日
に
不
採
択
に

月
５
日
に
不
採
択
に

令
和
７
年
度 

長
和
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て

138138万万55千円千円増増

18061806万万11千円千円増増

11731173万万99千円千円減減  

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
オ
ー
バ
ー

ロ
ー
ド
」と
は
？

 

「
学
校
に
お
け
る
教
育
・
学
習

内
容
が
質
・
量
と
も
に
過
剰
過

密
と
な
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒

や
教
員
に
過
度
な
物
理
的
・
精

神
的
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る

状
態
」
を
指
す
。
子
ど
も
の
疲

労
感
が
増
大
す
る
、
深
い
学
び

の
実
現
が
停
滞
す
る
、
必
要
な

学
び
が
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る

な
ど
の
影
響
が
言
わ
れ
る
。

★

語
句
解
説
★
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７
人
の
議
員
が

町
政
を
問
う
！

令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、９
月
８
日（
月
）、９
日（
火
）に
一
般
質
問

を
行
い
、
７
人
の
議
員
が
町
の
課
題
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
　

　

★ 

議
員
の
質
問
時
間
は
、
答
弁
を
含
め
60
分
以
内
で
す
。

　
　
「
議
会
だ
よ
り
」
で
は
、
誌
面
の
都
合
上
、
質
問
議
員
が
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

１，田
た ふ く

福 光
こ う き

規  議員 …………… P.16
（1）上下水道料金の引き上げ検討について

（2）帯状疱疹ワクチン接種の対象者の拡大につ
　いて

２，阿
あ べ

部 由
ゆ き こ

紀子  議員 ………… P.17
（1）部活動から考える町の子育てと未来

３，原
は ら だ

田 恵
えしょう

召  議員 …………… P.18
（1）災害時の避難所運営と災害関連死を出さな
　いために

（2）町の宣言看板を役場入口に移設できないか

（3）４年間で一般質問した事案の回答結果は

（4）休業中の自然の家はどうなっているのか

４，佐
さ と う

藤 恵
けいいち

一  議員 …………… P.19
（1）町に魅力を感じ、継続的に町と関わる関係
　人口の創出の施策は

（2）長和町の活性化のために明確な人口増加化
　施策を打ち出さないのか

５，龍
た つ の

野 一
かずゆき

幸  議員 …………… P.20
（1）自治体情報システム標準化・共通化につ
　いて

６，荻
お ぎ の

野 友
ともかず

一  議員 …………… P.21
（1）長和町地域公共交通について

（2）長和町の小学校教育について

７，渡
わたなべ

辺 久
ひ さ と

人  議員 …………… P.22
（1）合併の成果と羽田町政について
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検
討
す
る
と
共
に
、
長
野
県
や

国
に
対
し
て
の
働
き
か
け
、
財

政
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
町
の

対
応
と
し
て
、
値
上
げ
分
の
総

額
は
上
水
道
で
約
３
０
０
０
万

円
、
下
水
道
で
約
２
０
０
０
万

円
だ
が
、
そ
の
総
額
、
あ
る
い

は
半
額
で
も
一
般
会
計
で
繰
入

れ
、
町
民
の
負
担
を
少
な
く
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

見
解
は
。

  

産
業
建
設
課
長 

す
で
に
一

般
会
計
か
ら
多
く
の
金
額
を
繰

り
入
れ
て
い
る
。
繰
入
金
額
を

増
や
す
と
、
一
般
会
計
で
実
施

し
て
い
る
事
業
及
び
町
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
も
危
惧
さ
れ

る
た
め
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

  

町
民
の
理
解
を
深
め
、
意
見

を
聞
く
た
め
に
、
町
民
向
け
の

「
上
下
水
道
事
業
懇
談
会
」
の

開
催
を
提
案
す
る
。

  

産
業
建
設
課
長 

住
民
や
企

業
の
代
表
者
等
で
構
成
さ
れ
る

上
下
水
道
審
議
会
で
慎
重
に
議

論
を
重
ね
て
頂
い
て
お
り
、
町

民
に
向
け
た
懇
談
会
を
開
催
す

る
予
定
は
な
い
。
し
か
し
、
広

報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知

を
徹
底
し
た
い
。　
　

 （
抜
粋
）

  

町
は
、
上
下
水
道
事
業
の
今

後
の
見
通
し
を
業
者
に
委
託
・

検
証
し
、
そ
の
結
果
を
基
に
上

下
水
道
審
議
会
に
諮
っ
た
。
上

下
水
道
審
議
会
の
答
申
内
容
と

答
申
に
対
す
る
町
の
見
解
は
。

  

産
業
建
設
課
長 

今
後
５
年

間
を
見
据
え
て
上
下
水
道
料
金

と
も
に
25
％
引
き
上
げ
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
と
の
答
申
で
、

改
定
時
期
を
令
和
８
年
４
月
１

日
と
し
て
い
る
。
町
は
答
申
案

に
沿
っ
た
形
で
改
定
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

  

我
が
家
の
場
合
で
試
算
す

る
と
、
上
水
道
料
金
の
平
均
は

月
３
４
３
２
円
で
、
25
％
の
値

上
げ
を
行
う
と
１
ケ
月
８
５
８

円
の
値
上
げ
と
な
る
。
下
水
道

が
あ
る
と
仮
定
し
て
試
算
す
る

と
、
１
ケ
月
の
下
水
道
料
金
は

３
９
６
３
円
で
、
25
％
の
値
上

げ
を
行
う
と
１
ケ
月
９
９
１
円

の
値
上
げ
と
な
り
、
合
わ
せ
て

１
８
４
９
円
の
値
上
げ
、
１
年

間
で
は
２
２
１
８
８
円
も
の
大

幅
な
値
上
げ
と

な
る
。

　

   

現
在
、
異
常

な
物
価
高
が
続

い
て
お
り
、
町

民
は
厳
し
い
生

活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
町
民
の

収
入
が
上
が
る

保
証
が
全
く
な

い
中
で
、
町
民

が
負
担
す
る
使

用
料
値
上
げ
を

中
心
に
し
た
計

画
に
な
っ
て
い

る
。
上
下
水
道
事
業
は
、
地
方

財
政
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な

い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。
解

決
に
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
対

応
、
町
民
負
担
の
在
り
方
等
を

町
民
向
け
の「
上
下
水
道
事
業
懇
談
会
」の
開
催
を

現
在
、懇
談
会
を
開
催
す
る
予
定
は
な
い

一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
、町
民
負
担
の
軽
減
を

他
事
業
へ
影
響
も
あ
る
。慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば

田福 光規
 議員

秋の鷹山水処理センター

　

上
下
水
道
料
金
の
引
き
上
げ
検
討
に
つ
い
て
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地
域
ク
ラ
ブ
に
な
り
、月
謝
、

遠
征
代
、
バ
ス
代
、
送
迎
代
な

ど
、
保
護
者
に
新
た
な
出
費
が

増
え
て
い
る
。
月
謝
の
補
助
は

で
き
な
い
か
。

  

教
育
長  

今
後
、
国
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
県
と
連
携

し
支
援
策
拡
充
を
早
期
に
示
す

よ
う
強
く
要
望
し
た
い
。

  

新
た
に
地
域
ク
ラ
ブ
で
の
指

導
を
行
う
指
導
者
へ
の
サ
ポ
ー

ト
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

  

教
育
課
長  

長
和
町
だ
け
で

は
対
応
で
き
な
い
た
め
、
県
・

他
市
町
村
と
連
携
し
て
国
に
要

望
し
て
い
き
た
い
。

  

町
・
学
校
・
指
導
者
と
の
連

携
は
、
現
状
で
十
分
に
取
れ
て

い
る
か
。

  

教
育
課
長  

年
２
回
、
部
活

動
懇
談
会
を
実
施
し
て
お
り
、

指
導
者
と
の
連
携
を
図
っ
て
い

る
。

  

地
域
ク
ラ
ブ
に
参
加
で
き
な

い
理
由
と
し
て
「
送
迎
が
で
き

な
い
。
／
仕
事
の
都
合
で
送
迎

に
間
に
合
わ
な
い
。
／
和
田
か

ら
は
７
時
台
の
バ
ス
が
な
い
。

／
送
迎
が
難
し
い
た
め
、
兄
弟

の
ど
ち
ら
か
に
諦
め
て
も
ら
う

し
か
な
い
。
／
デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
時
間
が
合
わ
ず
予
約
が
取
れ

な
い
た
め
保
護
者
が
送
迎
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
／
朝
は
デ
マ
ン

ド
が
な
い
の
で
何
往
復
も
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
等
々
の
声

が
あ
る
。
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
朝

夕
運
行
や
長
期
休
暇
中
の
対
応

は
可
能
か
。

  

教
育
課
長  

一
般
住
民
の
予

約
が
入
ら
な
い
た
め
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
出
来
る
だ
け
使
っ
て

ほ
し
い
。
保
護
者
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
頂
き
た
い
。

  

他
に
考
え
ら
れ
る
対
応
策
は

な
い
か
。

  

教
育
課
長  

財
源
の
問
題
は

あ
る
が
、
新
た
な
方
策
と
す
れ

ば
部
活
動
タ
ク
シ
ー
が
有
効
だ

と
考
え
る
。

  

今
後
、
吹
奏
楽
部
が
地
域
移

行
す
る
可
能
性
は
。

  
教
育
課
長  

令
和
９
年
に
ク

ラ
ブ
化
を
検
討
し
て
い
る
。
楽

器
な
ど
の
頻
繁
な
移
動
は
難
し

く
、大
型
楽
器
の
保
管
や
管
理
、

指
導
者
不
足
が
検
討
課
題
で
あ

る
。

  

地
域
移
行
の
状
況
を
、
広
報

や
「
Ｎ
ナ
ビ
」
な
ど
で
定
期
的

に
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
。

  

教
育
課
長  

中
学
校
組
合
、

上
田
市
教
育
委
員
会
と
足
並
み

を
揃
え
て
必
要
な
広
報
を
実
施

す
る
。

  

運
動
に
親
し
む
機
会
が
減
少

し
て
し
ま
う
子
ど
も
た
ち
や
町

民
の
た
め
に
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ

シ
ン
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
設

備
を
備
え
た
施
設
や
ク
ラ
ブ
の

設
立
を
検
討
で
き
な
い
か
。

  

教
育
長  

運
営
面
・
財
政
面

と
様
々
な
課
題
が
あ
る
が
、
可

能
で
あ
れ
ば
、
公
園
や
公
共
施

設
な
ど
に
体
を
動
か
せ
る
簡
単

な
器
具
の
設
置
に
つ
い
て
ス
ポ 

ー
ツ
推
進
委
員
会
へ
諮
っ
て
い

く
。　
　
　
　
　
　
　
（
抜
粋
）

部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
し
て
、町
の
役
割
は

連
携
、調
整
、施
設
面
で
の
協
力
が
主
で
あ
る

阿部由紀子
 議員

部活動改革ポータルサイト

　

部
活
動
か
ら
考
え
る
町
の
子
育
て
と
未
来
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八
王
子
市
か
ら
譲
渡
さ
れ
た

姫
木
平
自
然
の
家
に
泥
棒
が
入 

っ
て
ト
イ
レ
な
ど
に
大
き
な
被

害
が
出
た
と
の
こ
と
だ
が
、
被

害
額
及
び
そ
の
後
の
復
旧
は
。

  

産
業
建
設
課
長 

３
月
に
現

地
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
、
玄
関
の

自
動
ド
ア
が
開
い
て
天
井
等
が

破
壊
さ
れ
、
室
内
が
荒
ら
さ
れ

て
い
た
。
被
害
は
ウ
ォ
シ
ュ
レ 

ッ
ト
10
台
、
水
洗
ト
イ
レ
の
フ

ラ
ッ
シ
ュ
バ
ル
ブ
15
ヶ
所
、
水

道
の
蛇
口
79
ヶ
所
が
破
壊
さ
れ

持
ち
去
ら
れ
て
い
た
。
高
圧
受

電
設
備
を
は
じ
め
電
気
設
備
の

破
損
状
況
も
ひ
ど
く
、
屋
内
配

線
等
が
す
べ
て
抜
き
取
ら
れ
、

ボ
イ
ラ
ー
室
の
配
管
設
備
も
手

の
届
く
範
囲
の
も
の
は
す
べ
て

持
ち
去
ら
れ
て
い
た
。
ウ
ォ
シ 

ュ
レ
ッ
ト
、
蛇
口
等
の
被
害
額

は
３
２
９
万
５
千
円
で
、
電
線

ケ
ー
ブ
ル
や
配
管
設
備
は
算
出

で
き
な
い
た
め
、
設
計
会
社
へ

依
頼
し
積
算
中
で
あ
る
。
保
険

は
全
国
町
村
会
の
「
公
有
建
物

災
害
共
済
」
に
加
入
し
て
い
た

の
で
、
長
野
県
町
村
会
保
険
担

当
部
署
へ
相
談
し
て
い
る
。

  

こ
の
施
設
を
最
終
的
に
ど
う

す
る
の
か
。

  

産
業
建
設
課
長 

被
害
額
を

算
出
し
て
復
旧
等
に
係
る
費
用

を
明
確
に
し
、
施
設
の
活
用
に

興
味
を
示
し
て
い
る
企
業
と
打

ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
上
で
、
保

険
対
応
と
し
て
復
旧
す
る
の

か
、
そ
れ
と
も
取
り
壊
す
の
か

判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

町
で
更
地
に
し
、
大
門
財
産

区
に
返
却
し
た
ら
ど
う
か
。

  

産
業
建
設
課
長 

現
在
、
協

議
を
行
っ
て
い
る
企
業
と
マ
ウ

ン
ト
長
和
の
意
向
を
確
認
し
た

上
で
、
有
効
活
用
の
見
込
み
が

な
い
と
な
れ
ば
、
町
で
解
体
し

て
更
地
に
し
て
大
門
財
産
区
に

返
却
す
る
こ
と
も
一
つ
の
選
択

肢
と
考
え
て
い
る
。

  

産
業
建
設
課
長 

コ
ロ
ナ
資

金
の
返
済
等
が
優
先
し
、
町
へ

の
施
設
使
用
料
の
納
入
は
繰
延

に
な
っ
て
い
る
。
改
め
て
協
議

を
行
い
、
議
会
と
の
懇
談
会
を

実
施
し
、
今
後
の
納
入
に
つ
い

て
方
向
性
を
示
し
、
必
要
と
判

断
す
れ
ば
念
書
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

  

ス
キ
ー
場
が
県
か
ら
借
り
た

コ
ロ
ナ
資
金
の
返
済
に
よ
っ
て

町
に
返
却
す
る
予
定
の
返
済
金

  

消
防
第
一
、
第
五
分
団
の
詰

所
移
転
と
、
女
子
用
ト
イ
レ
の

設
置
は
ど
う
な
っ
た
か
。

  

総
務
課
長  

第
１
分
団
の
詰

所
は
、
令
和
８
年
度
事
業
計
画

に「
第
１
分
団
詰
所
新
設
事
業
」

を
計
画
し
て
い
る
。
第
５
分
団

の
詰
所
移
転
も
、
実
施
計
画
に

載
せ
て
、
関
係
者
な
ど
と
十
分

に
協
議
を
し
な
が
ら
事
業
を
進

め
て
い
く
予
定
で
い
る
。

が
遅
れ
て
い
る
が
、
早
期
の
返

済
を
促
す
上
で
も
念
書
を
取
っ

た
ら
ど
う
か
。

　

  

女
性
消
防
団
員
数
は
、
２
３ 

０
名
の
う
ち
36
名
と
増
加
傾
向

に
あ
る
。
ま
ず
は
新
設
予
定
の

詰
所
に
女
性
用
ト
イ
レ
の
設
置

を
計
画
し
て
い
き
、
次
に
既
存

の
詰
所
の
女
性
用
ト
イ
レ
の
増

設
に
つ
い
て
も
計
画
的
に
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。　
　
　
　

  　

  （
抜
粋
）

原田 恵召
 議員

姫
木
平
自
然
の
家
、盗
難
被
害
は
ど
の
く
ら
い
か

 

３
２
９
万
円
余
と
電
線
ケ
ー
ブ
ル
・
配
管
設
備
な
ど

町
へ
返
済
が
遅
れ
て
い
る
。念
書
を
と
ら
な
い
か

議
会
と
の
懇
談
会
を
行
い
、必
要
な
ら
検
討
す
る

消
防
第
一
、第
五
分
団
の
詰
所
移
転
は

第
一
分
団
詰
所
の
移
転
は
来
年
度
事
業
で
実
施

　

休
業
中
の
自
然
の
家
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か　

４
年
間
で
一
般
質
問
し
た
事
案
の
回
答
結
果
は
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空
き
家
活
用
の
具
体
的
な
施

策
は
。

  

総
合
政
策
課
長 

具
体
的
な

施
策
と
し
て
、
空
き
家
改
修
Ｄ

Ｉ
Ｙ
や
空
き
家
見
学
ツ
ア
ー
、

移
住
者
交
流
会
な
ど
を
考
え
て

い
る
。
し
か
し　

空
き
家
バ
ン

ク
の
登
録
物
件
が
少
な
い
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

  

デ
ジ
田デ
ン

戦
略
の
業
績
評
価
指

数（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）に
お
い
て
、
５
年

間
の
空
き
家
売
買
成
立
目
標
が

年
間
２
件
程
度
で
、
移
住
定
住

増
に
よ
る
人
口
増
加
施
策
を
遂

行
で
き
る
の
か
。

  

総
合
政
策
課
長 

業
績
評
価

指
数（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）の
設
定
は
慎
重

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
空

き
家
バ
ン
ク
の
売
買
成
立
件
数

の
目
標
件
数
に
つ
い
て
は
、
新

規
登
録
の
空
き
家
が
減
少
す
る

中
で
、
今
後
５
年
で
成
立
す
る

見
込
み
の
件
数
を
推
計
し
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
（
抜
粋
）

  

全
国
の
約
１
割
の
自
治
体
で

は
人
口
増
加
傾
向
に
あ
る
。
長

和
町
は
人
口
減
少
傾
向
が
続
き

５
年
後
の
２
０
３
０
年
に
は
約

４
５
０
０
人
と
な
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
、
人

口
減
少
傾
向
予
測
に
ど
の
よ
う

に
取
組
ん
で
い
く
の
か
、
具
体

的
な
施
策
方
針（
数
値
目
標
）を

問
う
。

  

町
長  

全
国
的
に
人
口
が
減

少
し
て
い
く
中
で
、
人
口
問
題

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村

が
対
応
し
て
い
く
に
は
限
界
が

あ
る
た
め
、
国
が
責
任
を
も
っ

て
対
応
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

 

国
は
地
方
創
生
２
・
０
に
お
い

て
「
人
口
減
少
が
進
む
中
で
も

経
済
成
長
、
地
域
社
会
を
維
持

す
る
」
を
目
標
と
し
て
い
る
。

人
口
減
少
が
続
く
事
態
を
正
面

か
ら
受
け
止
め
、
社
会
・
経
済

が
機
能
す
る
対
応
策
も
講
じ
る

と
と
も
に
、
住
民
の
基
本
的
な

生
活
の
維
持
、
経
済
成
長
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
維
持
等
を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
、
国
は
今
後
、

こ
の
基
本
構
想
を

踏
ま
え
た
地
方
創

生
総
合
戦
略
を
策

定
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
国

の
総
合
戦
略
、
長

野
県
の
信
州
未
来

総
合
戦
略
も
注
視

し
な
が
ら
、
町
の

人
口
減
少
対
策
を

進
め
て
い
く
。

町
の
デ
ジ
田
戦
略「
空
き
家
の
活
用
施
策
」は

空
き
家
を
効
果
的
に
活
用
す
る

 

町
の
人
口
増
加
施
策
を
打
ち
出
さ
な
い
の
か

 

国
が
責
任
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
く
べ
き

佐藤 恵一
 議員

  「
デ
ジ
田デ
ン

戦
略
」と
は
？

 

令
和
７
年
３
月
に
策
定

さ
れ
た
「
長
和
町
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総

合
戦
略
」
の
こ
と
。

 

「
業
績
評
価
指
数（
Ｋ
Ｐ

ｌ
」と
は
？

 

目
標
達
成
度
を
測
る
た

め
の
定
量
的
な
指
標
。

★

語
句
解
説
★

　

長
和
町
の
活
性
化
の
た
め
に
明
確
な
人
口
増
加
施
策
を
打
ち
出
さ
な
い
の
か
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自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
ひ

と
つ
に
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム

標
準
化
・
共
通
化
が
あ
る
。
国

の
指
導
は
令
和
７
年
度
中
に
全

国
共
通
の
シ
ス
テ
ム
に
移
行
せ

よ
、
と
言
う
も
の
だ
が
、
長
和

町
の
進
捗
状
況
は
。

  

総
務
課
長  

18
の
業
務
に
つ

い
て
デ
ー
タ
の
洗
い
出
し
が
済

み
、
シ
ス
テ
ム
開
発
に
入
っ
て

い
る
。
国
民
健
康
保
険
は
標
準

シ
ス
テ
ム
に
変
更
で
き
た
が
、

取
り
扱
う
業
者
に
依
頼
が
殺
到

し
て
人
手
不
足
が
生
じ
、
当
町

も
含
め
遅
延
す
る
。
保
健
・
福

祉
関
係
は
令
和
８
年
２
月
、
税

関
係
シ
ス
テ
ム
は
令
和
８
年
10

月
に
シ
ス
テ
ム
移
行
の
予
定
。

  

シ
ス
テ
ム
導
入
や
改
修
に
は

取
り
扱
う
業
者
と
町
職
員
と
の

や
り
取
り
が
必
然
だ
が
、
ど
の

し
て
行
く
。
ま
た
、
阿
部
知
事

が
全
国
知
事
会
長
に
就
任
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
県
と
も
連
携

し
対
応
を
考
え
て
行
く
。　
　

　
　
　
　
　
　
　

  　

 （
抜
粋
）

他
の
町
村
会
と
連
携
し
、
費
用

の
軽
減
及
び
国
の
費
用
負
担
額

の
増
額
を
要
望
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

  

町
長  

当
該
事
業
に
は
大
き

な
費
用
負
担
が
生
じ
る
。
国
へ

は
機
会
を
と
ら
え
な
が
ら
要
望

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
。

  

総
務
課
長  

手
間
と
時
間
は

非
常
に
大
き
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の

シ
ス
テ
ム
開
発
業
者
と
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
け
、
情
報

管
理
係
が
中
心
と
な
り
、
兼
務

も
含
め
最
大
29
名
で
打
ち
合
わ

せ
を
行
っ
て
い
る
。

  

標
準
化
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
何

か
。

  

総
務
課
長  

全
国
統
一
の
仕

様
に
な
る
た
め
、
他
の
市
町
村

と
の
デ
ー
タ
交
換
が
容
易
に
な

る
。
引
っ
越
し
な
ど
で
は
、
戸

籍
や
住
民
票
・
税
な
ど
様
々
な

デ
ー
タ
が
容
易
に
移
動
で
き
手

続
き
が
簡
単
に
な
る
。
他
は
未

知
数
で
あ
る
。
一
方
、
行
政
側

で
は
コ
ス
ト
面
の
メ
リ
ッ
ト
は

無
い
、
と
見
込
ん
で
い
る
。

  

そ
の
コ
ス
ト
面
だ
が
、
通
信

回
路
や
ク
ラ
ウ
ド
利
用
経
費
な

ど
が
別
に
か
か
る
も
の
と
予
想

で
き
る
。
コ
ス
ト
の
低
減
・
削

減
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
は
掛
か
る
が

ラ
ン
ニ
ン
グ
で
抑
え
ら
れ
る
、

な
ど
の
試
算
は
。

  

総
務
課
長  

町
単
独
で
は
試

算
は
行
っ
て
い
な
い
。
現
行
は

長
野
県
で
共
同
利
用
の
回
線
を

利
用
し
問
題
は
な
か
っ
た
が
、

新
た
な
シ
ス
テ
ム
に
移
行
し
た

場
合
は
、
回
線
利
用
料
・
ク
ラ

ウ
ド
使
用
料
が
今
ま
で
以
上
に

な
る
。
イ
ニ
シ
ャ
ル
は
国
費
で

賄
わ
れ
る
が
、
運
用
費
用
は
毎

年
２
０
０
０
万
円
弱
、
と
試
算

し
て
い
る
。

  

町
村
会
長
で
あ
る
町
長
に
聞

く
。
こ
の
よ
う
に
町
の
財
政
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
標
準

化
で
あ
る
。
町
村
会
長
と
し
て

 

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
、進
捗
は

 

新
シ
ス
テ
ム
移
行
は
課
題
多
く
難
航
し
て
い
る

龍野一幸
 議員

  「
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
」の
役
割
と
は
？

 

こ
れ
ま
で
は
自
治
体
ご
と
に
異
な
る
行
政

シ
ス
テ
ム
や
運
用
ル
ー
ル
が
有
り
、
利
便
性

や
安
全
性
に
差
が
生
じ
、
業
務
効
率
の
悪
さ

な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、
全
て
の
行
政
シ
ス
テ
ム
を

一
つ
の
ク
ラ
ウ
ド
環
境
に
統
合
し
、
統
一
し

た
ク
ラ
ウ
ド
上
で
運
用
す
る
こ
と
で
、
効
率

の
改
善
を
図
る
も
の
。

★

語
句
解
説
★

　

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
・
共
通
化
に
つ
い
て



し
、
協
議
を
頂
き
「
地
域
公
共

交
通
計
画
」
の
策
定
、
国
庫
補

助
確
保
を
目
指
し
て
施
策
を
展

開
し
て
い
く
。

交
通
会
議
」
の
両
組
織
を
設
置

し
、
様
々
な
協
議
を
行
っ
て
い

る
。
本
年
度
中
に
「
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
」
を
設
置

一般質問

21 ながわまち議会だより　R7.11.1

  

長
和
町
の
公
共
交
通
に
つ
い

て
、
昨
年
度
か
ら
運
行
さ
れ
た

「
な
が
わ
ご
ん
」の
実
証
運
行
の

結
果
と
合
わ
せ
、
整
備
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
。

  

町
長  

令
和
６
年
４
月
よ
り

フ
ル
デ
マ
ン
ド
運
行
を
行
っ
て

い
る「
な
が
わ
ご
ん
」は
多
く
の

町
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
本

年
４
月
か
ら
は
本
格
運
行
を
行 

っ
て
い
る
が
、
実
証
運
行
期
間

と
同
様
に
、
利
用
者
の
情
報
を

数
値
化
し
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
株

式
会
社
と
定
期
的
に
運
行
に
関

す
る
調
整
・
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
町
の
公
共
交
通
の
整
備
に

お
い
て「
な
が
わ
ご
ん
」は
無
く

て
は
な
ら
な
い
ま
さ
に
砦
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
様
々
な
意

見
を
頂
き
、
よ
り
良
い
運
行
体

制
と
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
。

  

予
約
の
方
法
な
ど
、「
な
が
わ

ご
ん
」
を
ス
ム
ー
ズ
に
利
用
す

る
た
め
に
、
再
度
、
町
民
に
丁

寧
に
説
明
す
る
必
要
性
を
感
じ

る
が
、
町
の
考
え
は
ど
う
か
。

  

総
務
課
長  
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は「
な
が
わ
ご
ん
」の
運
行

に
関
し
て
「
利
便
性
が
高
ま
っ

た
」
と
の
回
答
が
半
数
以
上
を

占
め
、
取
組
の
促
進
を
期
待
す

る
意
見
も
あ
っ
た
。
電
話
１
本

で
予
約
が
で
き
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
れ
ば
役
場
総
務
課

へ
問
い
合
わ
せ
頂
き
た
い
。
引

き
続
き
町
民
へ
向
け
て
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

  

「
な
が
わ
ご
ん
」を
快
適
に
利

用
す
る
体
制
を
作
る
た
め
に
、

町
は
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
施

策
を
行
う
の
か
。

  

総
務
課
長  

町
民
を
主
体
と

し
て
組
織
し
て
い
る
「
長
和
町

公
共
交
通
審
議
会
」
と
旅
客
自

動
車
運
送
事
業
者
・
官
公
庁
等

か
ら
な
る
「
長
和
町
地
域
公
共

  

長
和
町
で
暮
ら
す
小
学
生

に
対
す
る
教
育
に
つ
い
て
、
将

来
の
展
望
、
方
針
は
ど
う
か
。

  

教
育
長  

学
校
は
地
域
コ
ミ 

ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
核
と
な
る
存

在
で
あ
る
。
「
長
和
町
学
校
の

あ
り
方
検
討
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
、
今
後
様
々
な
選
択
肢
を

視
野
に
、
広
く
意
見
を
伺
い
な

が
ら
検
討
を
し
て
い
く
。
学
力

向
上
・
定
着
に
つ
い
て
は
、
各

家
庭
と
連
携
・
協
力
を
し
な
が

ら
子
ど
も
の
実
態
や
地
域
の
実

情
に
即
し
て
、
教
育
環
境
を
整

備
し
て
い
く
。

  

長
和
町
学
校
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
の
目
的
は
な
に
か
。

  

教
育
課
長  

会
の
目
的
は
、

児
童
数
の
推
移
を
踏
ま
え
、
町

立
小
学
校
の
将
来
を
展
望
し
た

適
正
規
模
、
適
正
配
置
及
び
特

色
あ
る
教
育
・
現
状
の
教
育
環

境
全
般
に
お
け
る
研
究
、
検
討

を
行
う
こ
と
に
あ
る
。（
抜
粋
）

町
の
公
共
交
通
の
将
来
は
ど
う
な
る
？

「
な
が
わ
ご
ん
」は
ま
さ
に〝
砦
〟で
あ
る

荻野 友一
 議員

小
学
校
の
教
育
の
実
態
は
ど
う
か

町
独
自
の
工
夫
で
充
実
を
図
る

「ながわごん」は、フルデマンド交通になりました。

　

長
和
町
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

　

長
和
町
の
小
学
校
教
育
に
つ
い
て
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合
併
時
、
合
併
効
果
が
発
揮

で
き
る
計
画
と
し
て
、
両
町
村

（
長
門
町
・
和
田
村
）の
速
や
か

な
一
体
化
の
促
進
、
地
域
の
均

衡
あ
る
発
展
と
住
民
福
祉
の
向

上
を
目
指
し
、「
長
和
町
ま
ち
づ

く
り
計
画（
新
町
建
設
計
画
）」

が
策
定
さ
れ
て
い
る
。
羽
田
町

長
は
首
長
と
し
て
、
こ
の
20
年

の
間
で
「
新
町
建
設
計
画
」
の

検
証
あ
る
い
は「
合
併
の
効
果
」

設
の
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

財
政
運
営
を
考
え
た
場
合
、
財

源
や
町
民
の
皆
様
の
利
用
の
状

況
等
、
様
々
な
角
度
か
ら
各
施

こ
れ
ま
で
の
施
策
を
ど
う
評
価

す
る
の
か
。

  

町
長  

町
の
人
口
は
、
現
在

も
引
き
続
き
減
少
傾
向
と
な
っ

て
い
る
。
比
較
す
る
資
料
は
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
施
策

て
、
議
員
の
皆
様
、
町
民
の
皆

様
を
は
じ
め
、
町
政
運
営
に
ご

尽
力
頂
き
ま
し
た
す
べ
て
の
皆

様
に
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

る
。
私
の
中
で
は
、
議
員
の
言

わ
れ
る
「
融
和
」
と
い
う
部
分

も
、
住
民
レ
ベ
ル
で
も
着
実
に

深
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
し
、
今
後
も
「
住
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
中

か
ら
、 「
元
気
が
出
る
町 

長
和

町
」 

の
創
生
に
尽
力
し
て
い
く

所
存
で
あ
る
。　
　
　

 （
抜
粋
）

に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
た
か
。

  

町
長  

新
町
建
設
計
画
に
お

け
る
基
本
理
念
・
基
本
方
針
は

引
き
続
き
継
続
さ
れ
る
が
、
主

要
事
業
等
の
計
画
期
間
は
平
成

17
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
と

な
っ
て
お
り
、
本
年
度
が
計
画

期
間
の
最
終
年
度
と
な
る
。
計

画
期
間
終
了
後
に
は
、
主
要
事

業
等
に
つ
い
て
の
検
証
を
行
う

予
定
で
い
る
。

を
実
施
し
な
か
っ
た
場
合
に
は

人
口
の
減
少
幅
は
も
っ
と
大
き

く
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
各
施
策
は
人
口
減
少

幅
の
抑
制
に
効
果
が
あ
っ
た
も

の
と
確
信
し
て
い
る
。

  

新
町
建
設
計
画
で
は
、
公
共

施
設
統
合
整
備
の
基
本
的
な
考

え
方
が
示
さ
れ
、「
地
域
の
特
殊

性
や
財
政
事
情
を
考
慮
し
な
が

ら
逐
次
整
備
し
て
い
く
こ
と
を

基
本
と
し
ま
す
」
と
示
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
合
併
か
ら
20

年
後
の
今
日
に
お
い
て
、
財
政

を
少
な
か
ら
ず
圧
迫
し
て
い
る

公
共
施
設
に
つ
い
て
、
町
長
の

考
え
は
。

  

町
長  

毎
年
多
額
の
財
政
調

整
基
金
を
取
り
崩
し
て
決
算
を

迎
え
て
い
る
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
長
和
町
の
持
続
可
能
な

 

羽
田
町
長
が
合
併
後
に
行
っ

た
少
子
化
対
策
は
、
長
和
町
が

少
子
化
ゆ
え
に
実
施
で
き
た
事

業
と
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し

人
口
減
少
・
少
子
化
に
歯
止
め

は
か
か
ら
な
か
っ
た
。
町
長
は

  

「
新
町
建
設
計
画
」で
は
、
住

民
と
行
政
、
お
互
い
の
顔
が
見

え
る
合
併
と
住
民
の
融
和
を
述

べ
て
い
る
が
、
合
併
か
ら
20
年

を
経
過
し
て
も
合
併
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
は
出
て
い
な
い
、
合
併

前
と
変
わ
っ
て
い
な
い
と
評
価

す
る
。
お
互
い
に
顔
の
見
え
る

合
併
は
で
き
た
の
か
、
融
和
は

実
現
で
き
た
の
か
、
町
長
の
見

解
は
。

  

町
長  

合
併
以
降
、
５
期
20

年
の
町
政
運
営
を
行
わ
せ
て
い

た
だ
き
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

 「
新
町
建
設
計
画
」「
合
併
の
効
果
」の
検
証
は

 

20
年
間
、合
併
の
効
果
は
検
証
し
て
い
な
い

渡辺 久人
 議員

少
子
化
抑
止
施
策
の
効
果
は
あ
っ
た
の
か

効
果
は
あ
っ
た
と
確
信
し
て
い
る

顔
の
見
え
る
合
併
・
住
民
融
和
は
実
現
で
き
た
か

融
和
は
深
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る

　

合
併
の
成
果
と
羽
田
町
政
に
つ
い
て
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７
月
14
日（
月
）、
松
本
市
の

キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
長
野
県
町
村
議
会
議
員
研

修
会
が
開
催
さ
れ
、
議
員
７
名

と
議
会
事
務
局
が
参
加
し
ま
し

た
。

□  

地
方
創
生
の
カ
ギ
は
議
会

に
あ
る
～
議
会
改
革
度
調
査
よ

り　
早
稲
田
大
学
デ
モ
ク
ラ
シ 

ー
創
造
研
究
所　
地
域
経
営
部

会
長　
中
村
健
氏

□  

生
成
Ａ
Ｉ
の
衝
撃
。
人
工
知

能
時
代
を
ど
う
生
き
る
か　
日

本
科
学
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

会
議
会
長
・
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
主

幹　
室
山
哲
也
氏

　

 

人
口
減
少
が
も
た
ら
す
「
な

り
手
不
足
」・「
空
き
家
・
荒
廃

地
増
加
」・「
公
共
交
通
」「
統

合
・
縮
小
・
廃
止
」
な
ど
地
域

や
職
場
な
ど
に
山
積
み
さ
れ
た

様
々
な
課
題
。
地
方
議
会
は
、 

住
民
の
意
識
や
価
値
観
の
変
化

を
的
確
に
把
握
し
、
デ
ジ
タ
ル

化
の
波
に
き
ち
ん
と
乗
り
、
正

し
い
操
作
を
検
証
し
、
住
民
生

活
の
向
上
を
図
る
た
め
の
機
能

を
よ
り
一
層
発
揮
し
て
行
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

 

人
工
知
能
の
発
達
に
は
失
業

者
の
増
加
・
フ
ェ
イ
ク
情
報
・

情
報
漏
洩
等
、
様
々
な
リ
ス
ク

が
伴
う
。
ト
ラ
ブ
ル
、
最
終
的

に
責
任
を
取
る
の
は
人
間
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
失
念
し
て
は

な
ら
な
い
。

　

 

デ
ジ
タ
ル
の
波
は
、
情
報
を

正
し
く
掴
ん
で
正
し
く
伝
え
る

こ
と
、
人
類
の
持
つ
根
本
を
き

ち
ん
と
守
っ
て
行
く
こ
と
、
人

工
知
能
が
も
た
ら
す
様
々
な
波

に
対
す
る
、
そ
の
是
非
の
判
断

は
自
分
達
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
を
痛
感
し
た
講
演
で
し
た
。

　
　
（
報
告
：
龍
野
一
幸
議
員
）

デジタル化デジタル化のの
波波、どう 　　、どう 　　
乗る⁉乗る⁉　　　　　　

■ 長野県町村議会議員研修会

長野県町村議会議員研修会

議会懇談会懇談会■　
委員会視察研修視察研修
■広域組合広域組合議会
　　活動報告■■

TatsunoTatsuno
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８
月
６
日（
水
）、長
和
町
に

お
い
て
「
下
諏
訪
町
・
長
和
町

議
会
議
員
研
修
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
、和
田
宿
に
お
い
て
、

長
和
町
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
皆

さ
ん
の
ガ
イ
ド
に
よ
り
、
本
陣

と
和
田
宿
の
街
並
み
・
町
家
の

見
学
を
し
ま
し
た
。
今
ま
で
何

度
も
見
て
い
た
和
田
宿
も
ガ
イ

ド
の
説
明
を
頂
く
こ
と
で
歴
史

の
史
実
の
中
に「
ド
ッ
プ
リ
」と

つ
か
る
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

下
諏
訪
の
議
員
の
皆
様
も
感
心

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

長
和
町
の
観
光
を
考
え

る
上
で
歴
史
、
自
然
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
専
門
の

ガ
イ
ド
が
大
変
大
き
な

存
在
と
な
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

次
に
「
信
州
立
岩
和

紙
の
里
」
に
場
所
を
移

し
、
和
紙
の
紙
漉す

き
体

験
に
挑
み
ま
し
た
。
自 

分
で
和
紙
を
漉
い
て
作 

っ
た
団う

ち
わ扇

に
絵
付
け
を

す
る
体
験
で
す
。
立
岩

和
紙
は「
こ
う
ぞ
」の
木

の
栽
培
か
ら
始
ま
り
、
昔
か
ら

の
手
順
に
沿
っ
て
作
ら
れ
た
和

紙
で
す
。

　

竹
で
作
ら
れ
た
団う
ち
わ扇
の
骨
に

立
岩
和
紙
の
紙
す
き
を
し
て
い

き
ま
す
。
元
が
で
き
た
ら
、
い

よ
い
よ
絵
付
け
で
す
。
こ
の
絵

付
け
が
た
い
そ
う
難
し
い
。
専

用
に
作
ら
れ
た
絵
付
け
用
の
針

を
使
い
う
ち
わ
に
色
の
つ
い
た

和
紙
の
原
料
を
載
せ
て
い
き
ま

す
。
普
通
に
描
い
て
も
絵
心
に

自
信
の
な
い
私
な
の
に
、
慣
れ

な
い
道
具
で
描
く
作
業
に
四
苦

八
苦
し
な
が
ら
、
知
ら
ぬ
間

に
没
頭
し
、
夢
中
で
描
い
て

い
ま
し
た
。

　

見
学
や
作
業
を
行
い
な
が

ら
お
互
い
の
町
の
課
題
や
議

員
活
動
な
ど
様
々
な
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
顔

を
突
き
合
わ
せ
た
会
議
も
大

事
で
す
が
、
議
員
個
人
の
考

え
や
議
会
へ
の
意
気
込
み
な

ど
を
聞
け
た
こ
と
で
、
大
変

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
、
意
欲
を
刺
激
さ

れ
ま
し
た
。

　
（
報
告
：
荻
野
友
一
議
員
）

議員議員のの交流交流をを
通じ通じ、、地域地域をを
見直見直すす　　　　　　

■ 下諏訪町・長和町議会議員研修会

　

８
月
20
日（
水
）、
岡
谷
市
文

化
会
館
カ
ノ
ラ
ホ
ー
ル
で
、森

林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
促

進
議
員
連
盟
長
野
県
連
絡
会
議

の
第
30
回
総
会
・
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
長
和
町
議
会
か
ら
１

名
の
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

森
林
資
源
の
活
用
に
よ
る
産

業
は
、
人
工
林
資
源
が
本
格
的

な
利
用
期
を
迎
え
る
中
、
国
産

材
の
供
給
量
が
拡
大
す
る
と
と

も
に
林
業
産
出
額
や
林
業
従
事

者
の
給
与
も
増
加
す
る
な
ど
、

一
定
の
成
果
が
上
が
っ
て
き
て

お
り
、
こ
の
流
れ
を
加
速
化
さ

せ
る
た
め
の
施
策
が
必
要
と
な 

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
気
候
崩
壊
」「
地
球

沸
騰
化
の
時
代
が
到
来
し
た
」

信州産木材信州産木材のの
利用促進利用促進をを図図
　　るる取り組み取り組み

長野県木造・木質化支援事業

下諏訪町議会議員と、和田宿本陣で研修

■ 森林・林業、林産業活性化促進議員連盟総会

SatoSato

OginoOgino
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と
言
わ
れ
る
中
、
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
て
、
我
が
国
最
大
の

吸
収
源
で
あ
る
森
林
、
木
材
が

こ
れ
に
最
大
限
に
貢
献
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

研
修
会
Ⅰ
で
は
、
ふ
る
さ
と

信
州
の
豊
か
な
森
林
と
環
境
を

守
る
た
め
、
県
、
市
町
村
、
県

民
及
び
事
業
者
が
一
体
と
な
っ

て
県
産
材
の
利
用
促
進
を
図
る

取
り
組
み
を
ど
う
進
め
て
い
く

か
に
つ
い
て
「
木
材
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に

関
し
、
ノ
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
素
材

流
通
協
働
組
合
・
鈴
木
信
哉
氏

よ
り
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

国
産
材
時
代
に
向
け
今
取
組

む
べ
き
こ
と
「
地
域
の
伝
統
工

芸
品
の
産
業
へ
の
回
帰
の
コ
ラ

ボ
」
に
つ
い
て
な
ど
興
味
深
い

内
容
で
あ
っ
た
。

　

研
修
会
Ⅱ
で
は
「
信
州
の
豊

か
な
森
林
と
環
境
を
守
る
県
産

材
利
用
促
進
条
例
に
つ
い
て
」

長
野
県
議
会
環
境
政
策
推
進
議

員
連
盟
会
長
・
風
間
辰
一
氏
よ

り
、
県
の
条
例
の
基
本
理
念
や

基
本
的
施
策
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
る
。
森
林
と
環
境
を
守
る

た
め
に
、
県
・
市
町
村
・
県
民

及
び
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て

県
産
材
の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
①
県
に
よ
る
公
共
建
築
物

等
の
整
備
に
当
た
っ
て
の
県
産

材
の
利
用　

②
木
材
加
工
、
流

通
に
関
す
る
体
制
の
整
備　

③

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
、
等
の
基
本
的
な
施

策
に
つ
い
て
具
体
事
例
を
交
え

た
説
明
を
受
け
た
。

　
　
（
報
告
：
佐
藤
恵
一
議
員
）

　

７
月
23
日（
水
）、
上
田
地
域

広
域
連
合
議
会
の
両
常
任
委
員

会
合
同
で
、
信
州
上
田
医
療
セ

ン
タ
ー
の
視
察
を
実
施
し
ま
し

た
。
長
和
町
議
会
か
ら
は
森
田

議
長
と
渡
辺
副
議
長
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
は

戦
前
の
旧
国
立
長
野
病
院
、
戦

後
の
国
立
東
信
病
院
を
経
て
、

平
成
16
年
に
厚
生
労
働
省
が
所

管
す
る
日
本
最
大
の
病
院
法
人

グ
ル
ー
プ
「
独
立
行
政
法
人
国

立
病
院
機
構
信
州
上
田
医
療
セ

ン
タ
ー
」
と
な
り
、
今
に
至
り

ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
30
年
ほ
ど
前

に
同
病
院
に
お
い
て
研
修
を
行

い
「
救
急
救
命
士
」
と
し
て
の

知
識
と
ス
キ
ル
を
高
め
た
病
院

に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
視
察
の
目
的
は
、
病

院
施
設
の
状
況
確
認
と
、
病
院

か
ら
の
要
望
聴
取
の
た
め
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
物
は
建

設
か
ら
40
年
程
経
過
し
て
、
各

階
の
フ
ロ
ア
ー
が
歪
ん
で
盛
り

上
が
っ
て
い
る
、
資
材
の
保
管

場
所
や
通
路
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス

が
狭
く
な
っ
て
い
る
、
ま
た
、

近
年
の
救
急
搬
送
患
者
の
増
加

に
反
し
処
置
室
が
時
代
遅
れ
で

あ
る
な
ど
、
改
善
の
要
望
が
担

当
医
師
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
は

令
和
７
年
４
月
か
ら
「
地
域
が

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」
の
指

定
を
受
け
て
い
ま
す
。
「
上
小

モ
デ
ル
」
を
構
築
す
る
た
め
、

高
齢
者
介
護
・
障
害
者
支
援
・

国
民
年
金
・
高
額
療
養
費
利
用

に
係
わ
る
行
政
職
員
及
び
臨
床

心
理
士
の
派
遣
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
広
域
連

合
と
し
て
こ
れ
ま
で
二
次
医
療

完
結
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
基
金

を
利
用
し
支
援
を
行
っ
て
き
ま

し
た
、
広
域
連
合
議
会
と
し
て

こ
の
要
望
に
対
し
今
後
ど
う
対

応
す
る
の
か
、
新
た
な
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
（
報
告
：
渡
辺
久
人
議
員
）

歪んだ歪んだフロア フロア 
ーー、、スペーススペース
もも手狭手狭にに！！　　

上小医療圏の中核「信州上田医療センター」を視察

■ 上田地域広域連合議会管内視察

Watanabe
Watanabe
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広域連合議会視察研修

　

７
月
10
日（
木
）〜
11
日（
金
）

上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
の
神

奈
川
東
京
方
面
へ
の
行
政
視
察

に
、
森
田
議
長
・
渡
辺
副
議
長

が
参
加
し
ま
し
た
。
広
域
連
合

が
進
め
て
い
る
資
源
循
環
型
施

設
の
先
進
地
と
し
て
高
座
ク
リ 

ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
上
田
医
療
圏

に
関
連
し
順
天
堂
大
学
医
学
部

附
属
練
馬
病
院
、
練
馬
区
防
災

セ
ン
タ
ー
を
行
政
視
察
し
ま
し

た
。

■
視
察
１　

高
座
清
掃
施
設
事

務
組
合　

高
座
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
平
成
31
年
３
月
竣
工
）

　

高
座
清
掃
施
設
組
合
は
、

神
奈
川
県
中
央
に
位
置
し
、

海
老
名
市
、
座
間
市
及
び
綾

瀬
市
の
３
市
の
ご
み
を
処
理

し
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
最
も
採
用
さ
れ
て

い
る
「
安
全
・
安
心
」
な
ス

ト
ー
カ
方
式
を
採
用
し
た
最

新
の
焼
却
炉
は
、
発
電
効
率

が
20
％
を
超
え
る
国
内
最
高

水
準
の
高
効
率
ご
み
発
電
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

併
設
す
る
環
境
プ
ラ
ザ
は
、

エ
コ
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
・
音
楽

室
・
多
目
的
ス
タ
ジ
オ
な
ど
、

各
種
の
市
民
活
動
の
場
を
提
供

し
地
域
文
化
の
発
展
、
福
祉
の

増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
上
階
は
地
上
高
約
50
ｍ
の

展
望
室
で
、
視
察
時
は
望
め
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
富
士
山
や
横

浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
が
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。

　

上
田
広
域
連
合
の
ゴ
ミ
処
理

施
設
も
、
こ
の
よ
う
な
ユ
ト
リ

の
あ
る
施
設
建
設
を
望
む
と
こ

ろ
で
す
。

■
視
察
２　

順
天
堂
大
学

医
学
部
付
属
練
馬
病
院

　

練
馬
区
は
人
口
約
74
万

人
の
大
き
な
区
で
す
が
、

以
前
は
、
救
急
搬
送
・
入

院
患
者
の
６
割
以
上
が
区

外
の
医
療
機
関
に
搬
送
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

練
馬
区
は
、
こ
の
課
題

解
決
の
た
め
病
院
誘
致
計

画
を
進
め
、
平
成
17
年
７

月
に
練
馬
区
高
野
台
に
順

天
堂
大
学
医
学
部
附
属
の

６
番
目
の
病
院
を
開
院
し

ま
し
た
。
令
和
５
年
３
月

に
は
３
次
救
急
（
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
）の
認
可
を
受
け
ま
し

た
。

　

杉
田
学
副
院
長
（
学
生
時
代

は
菅
平
で
ラ
グ
ビ
ー
）
か
ら
救

急
医
療
が
診
察
・
診
断
後
に
迅

速
な
転
院
を
行
う
「
東
京
ル
ー

ル
」
で
病
床
回
転
率
を
高
め
て

い
る
こ
と
、
医
師
２
４
０
人
中

研
修
医
60
人
と
医
師
の
育
成
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

上
田
医
療
圏
に
も
地
域
医
療

を
リ
ー
ド
す
る
医
療
機
関
と
ス

タ
ッ
フ
の
必
要
性
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。

■
視
察
３　

練
馬
区
立
防
災
学

習
セ
ン
タ
ー

　

こ
の
施
設
は
、
防
災
資
器
材

の
展
示
や
災
害
時
に
役
立
つ
防

災
体
験
な
ど
が
で
き
る
コ
ー
ナ 

ー
が
あ
り
、「
見
る
・
学
ぶ
・
体

験
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
防

災
学
習
施
設
で
す
。

　

練
馬
区
の
避
難
拠
点
（
避
難

施
設
）
は
、
区
立
小
中
学
校
を

中
心
に
１
６
０
箇
所
指
定
し
て

あ
り
、
各
避
難
拠
点
の
運
営
は

地
域
住
民
と
学
校
関
係
者
で
構

成
さ
れ
た
「
避
難
拠
点
運
営
委

員
会
」
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
会
・
自
治
会
単
位
の
自

主
防
災
組
織
で
は
訓
練
の
実
施

や
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
活

発
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
は
自

治
体
単
独
で
の
対
応
は
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
上
田
広
域
内

で
の
協
定
・
調
整
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
　
（
報
告
：
渡
辺
久
人
議
員
）

練馬区練馬区が　　が　　
順天堂大学　順天堂大学　
病院病院をを誘致誘致！！

上田地域広域連合議会行政視察（順天堂練馬病院）

高座クリーンセンター展望室からの眺望

■ 上田地域広域連合議会行政視察

WatanabeWatanabe
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■ 

９
月
30
日（
火
）、依
田
窪
医
療
福
祉
事

務
組
合
議
会
、
令
和
７
年
第
２
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
６
年
度
決
算
等

に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
全
て
の
議
案

が
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
令
和
６
年
度
依
田
窪
病
院
事
業
会
計

決
算
に
つ
い
て　

収
益
的
収
支
は
、
事

業
収
益
32
億
８
３
８
２
万
円
、
事
業
費

用
は
固
定
資
産
の
除
却
な
ど
の
特
別
損

失
を
含
め
35
億
８
３
９
８
万
円
で
、
差

し
引
き
３
億
17
万
円
の
純
損
失
を
計
上

（
表
１
）。
前
年
度
比
１
億
８
３
８
０
万

円
の
減
額
と
な
っ
た
。
主
な
要
因
は
コ

ロ
ナ
関
連
の
国
庫
補
助
金
の
減
額
と
人

事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
体
系
の
変
更
に

伴
う
も
の
。

　
　

人
口
減
少
に
伴
う
地
域
医
療
は
・
人

材
確
保
は
・
Ｄ
Ｘ
の
進
捗
は
、
な
ど
の

質
問
に
、
城
下
院
長
か
ら
病
院
体
質
の

改
善
や
入
院
収
益
の
向
上
・
デ
ジ
タ
ル

を
活
用
し
た
業
務
の
効
率
化
・
医
大
生

と
の
交
流
な
ど
に
既
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
、
高
齢
者
に
対
す
る
医
療
体
制

強
化
へ
の
課
題
な
ど
、
現
状
と
方
針
が

示
さ
れ
た
。
内
部
努
力
だ
け
で
は
厳
し

く
、
自
治
体
病
院
の
存
続
は
市
町
や
国

か
ら
の
支
援
は
必
須
だ
、
と
の
要
望
も

出
さ
れ
た
。（
報
告
：
龍
野
一
幸
議
員
）

■ 

９
月
30
日（
火
）、中
学
校
組
合
議
会
令

和
７
年
９
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
令

和
６
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定
、
令

和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
審
議
を
行
い
、
全
て
の
議
案
が
全
員

賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
令
和
６
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て　

歳
入
１
億
１
２
９
７
万
円

歳
出
１
億
１
０
１
０
万
円
、
差
引
残
額

２
８
７
万
４
千
円
。
組
合
負
担
金
は
９ 

７
８
１
万
１
千
円
で
、
市
町
の
負
担
割

合
は
、
長
和
町
60
・
７
％
、
上
田
39
・

３
％
で
あ
る
。（
表
２
）

■
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て　

歳
入
歳
出
に
２
０
４
万
８
千

円
を
追
加
す
る
。
歳
出
増
の
主
な
理
由

は
、
教
職
員
の
人
事
異
動
に
伴
う
人
件

費
、
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
の
擁
壁
工
事

の
見
積
も
り
調
整
他
、
給
湯
器
部
品
の

交
換
、
設
備
修
繕
費
な
ど
。
ま
た
、
教

頭
先
生
か
ら
部
活
動
の
地
域
移
行
の
現

状
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
現
在
は

外
部
指
導
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
運
営

を
続
け
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。　
　
（
報
告
：
阿
部
由
紀
子 

議
員
）

上
田
市
長
和
町

中
学
校
組
合
議
会

依
田
窪
医
療

福
祉
事
務
組
合
議
会

表 1  令和６年度 病院事業会計決算概要

◆ 患者数の状況 （単位：人）

区      分 令和６年度 対前年増減

外来患者数 52,717 △ 1,107
入院患者数 36,044 3,864

和田診療所患者数 1,382 △ 21
1日外来患者数 216.9 △ 4.6
1日入院患者数 98.8 10.8

◆ 収益的収支 （単位：千円）

区      分 令和６年度 対前年増減

事業収益　　　 3,283,815 △ 19,036
医業収益 2,685,639 146,776

　医業外収益 575,717 △ 165,408
和田診療所収益　 22,458 △ 403
事業費用　　　 3,578,753 161,557

医業費用 3,354,195 141,479

　医業外費用 202,099 20,482
和田診療所費用　 22,458 △ 403

経常損益 △ 294,938 △ 180,593
特別損失 5,231 3,214

純損益 △ 300,169 △ 183,807

表２　令和６年度 上田市長和町中学校組合一般会計の主な歳出決算額　（単位：千円）

款 項 令和６年度 令和５年度 前年比 摘　要　
議会費 167 191 △ 24

総務費
総務管理費 940 1,600 △ 660
監査委員費 43 47 △ 4

教育費
教育総務費 9,639 9,335 304 事務局職員人件費

中学校費 84,657 87,643 △ 2,986 図書館費　697
学校備品　2,958

公債費 14,659 14,664 △ 5
予備費 0 0 0

歳出決算額 110,105 113,481 △ 3,376

　

■ 

一
部
事
務
組
合
議
会
報
告

AbeAbe

TatsunoTatsuno



議会議員報酬の見直しについて

28

長
和
町
議
会
議
員
報
酬
の

見
直
し
の
要
望
に
つ
い
て

（
回
答
）

ながわまち議会だより　R7.11.1

１
．
審
議
の
内
容

⑴ 

は
じ
め
に

　

令
和
７
年
６
月
19
日
に
議
会
か
ら
の

要
望
書
を
受
け
取
り
、
令
和
７
年
７
月

28
日
に
第
１
回
長
和
町
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
を
開
催
、
長
和
町
議
会
議
員
の

報
酬
額
の
改
定
に
つ
い
て
諮
問
し
た
。

　

こ
の
際
、
平
成
17
年
の
町
村
合
併
時

よ
り
議
員
報
酬
額
が
改
定
さ
れ
て
い
な

日
程
的
に
委
員
が
参
集
し
て
の
会
議
調

整
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
２
回

目
以
降
に
つ
い
て
は
書
面
開
催
に
よ
る

審
議
と
な
っ
た
。

⑶ 

結
論　

　

改
定
額
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
は
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会
が
指
針
と
し
て

示
し
た「
原
価
方
式
」が
採
用
さ
れ
た
。

　

但
し
、
議
会
よ
り
示
さ
れ
た
議
員
の

活
動
日
数
の
積
算
方
法
に
お
い
て
、
１

日
を
８
時
間
と
す
る
積
算
の
原
則
が
定

例
会
の
開
会
日
や
一
般
質
問
、
常
任
委

員
会
等
の
議
会
活
動
で
は
、
業
務
従
事

時
間
が
８
時
間
に
満
た
な
い
に
も
関
わ

ら
ず
１
日
と
し
て
計
算
さ
れ
て
い
た
た

め
、
会
議
録
な
ど
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
時

間
を
確
認
し
直
し
、
改
め
て
時
間
単
位

い
こ
と
や
議
員
の
職
責
、
他
の
地
方
公

共
団
体
の
状
況
、
社
会
情
勢
の
変
化
、

町
の
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
町

民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
報
酬
額
と
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
を
審
議
会
に
求
め
た
。

⑵ 

審
議
経
過

　

審
議
に
当
た
っ
て
は
、
合
併
時
14
人

で
あ
っ
た
議
員
定
数
が
現
在
は
定
数
10

人
に
減
っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
町

の
財
政
状
況
な
ど
も
勘
案
し
つ
つ
改
定

の
要
否
を
確
認
し
て
頂
い
た
上
で
、
各

委
員
が
町
民
各
層
の
代
表
と
し
て
の
様 

々
な
視
点
か
ら
、
公
平
・
公
正
な
考
え

方
を
念
頭
に
、
慎
重
に
審
議
を
行
っ
て

頂
い
た
。

　

な
お
、
９
月
議
会
定
例
会
に
条
例
改

正
案
を
上
程
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

    

★★  

９
月
議
会
に
町
か
ら
提
出
さ
れ
た

９
月
議
会
に
町
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
員
報
酬
に
関
す
る
条
例
を
可
決
！

議
員
報
酬
に
関
す
る
条
例
を
可
決
！

  

議
員
報
酬
増

議
員
報
酬
増
がが
実
現
実
現
！！

    

★★  

議
会
か
ら
提
出
し
た
要
望
書
を
受
け
、町
は
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
を

議
会
か
ら
提
出
し
た
要
望
書
を
受
け
、町
は
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
を

　
　

開
催
。
審
議
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、回
答
書
が
議
会
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

開
催
。
審
議
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、回
答
書
が
議
会
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

長
和
町
議
会
議
員
選
挙
後
の
、令
和

７
年
12
月
議
会
か
ら
、次
表
の
よ
う

に
改
定
さ
れ
ま
す
。

長
和
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
か
ら

の
答
申
を
受
け
て
、
町
か
ら
議
会
に

回
答
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
回
答
書
の

概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

長
和
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
会

改
革
改
革

□ 議会議員報酬額
　（令和７年１２月１日から適用）

役職　 議員報酬月額

議長 ２８０，０００円

副議長 ２２７，０００円

常任委員長 ２１２，０００円

議会運営委員長 ２１２，０００円

議員 ２０６，０００円

政務活動費 　   ５，０００円
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条
例
改
正
案
を
諮
ら
な
け
れ
ば
間
に
合

わ
な
い
こ
と
と
な
る
が
、
議
員
報
酬
と

い
う
重
要
な
審
議
を
行
う
期
間
が
２
ヵ

月
足
ら
ず
し
か
な
い
要
望
時
期
に
つ
い

て
も
、
本
来
で
あ
れ
ば
不
十
分
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

　

し
か
し
、
合
併
以
降
一
度
も
改
定
さ

れ
て
い
な
い
点
を
最
重
要
と
捉
え
算
定

結
果
が
複
数
の
視
点
か
ら
見
て
妥
当
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
９
月
定
例
会
を

見
据
え
て
実
施
す
べ
き
と
判
断
し
た
。

　

⑵ 

増
額
費
用
に
つ
い
て

　

今
回
の
改
定
に
よ
り
、
議
員
１
人

当
り
の
報
酬
年
額
は
手
当
を
含
め
平

均
で
59
万
２
千
円
程
増
額
、
人
件
費

総
額
が
５
９
１
万
７
千
円
増
え
る
。

こ
の
こ
と
が
町
財
政
に
与
え
る
影
響

を
深
く
理
解
し
、
次
期
の
議
員
活
動

に
反
映
し
て
頂
き
た
い
。

⑶ 

議
員
の
な
り
手
不
足
解
消
に
向
け

て　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
議
会
に
お
い
て
も
多
様
な

考
え
方
で
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
、
女
性
や
若

者
が
立
候
補
し
や
す
い
環
境
を
整
え

て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
地
方

お
い
て
、
議
員
懇
談
会
の
開
催
や
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
取
り
組
み
は
実
績

と
し
て
確
認
で
き
る
が
、
懇
談
会
へ
の

住
民
参
加
率
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回

答
率
が
極
め
て
低
く
、
こ
の
度
の
報
酬

改
定
に
向
け
た
審
議
に
お
い
て
住
民
の

理
解
を
得
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

ま
た
、
次
期
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

に
向
け
て
増
額
改
定
す
る
よ
う
要
望
さ

れ
て
い
る
が
、
報
酬
額
の
改
定
に
は
条

例
改
正
と
し
て
議
会
議
決
が
必
要
と
な

り
、
基
本
的
に
は
議
会
９
月
定
例
会
に

に
よ
る
議
会
活
動
日
数
を
計
算
し
た
結

果
、
議
会
側
か
ら
示
さ
れ
た
51
日
よ
り

12
日
少
な
い
39
日
と
な
っ
た
。

　

こ
の
結
果
か
ら
、
議
会
側
か
ら
要
望

さ
れ
た
「
原
価
方
式
」
に
基
づ
き
報
酬

額
を
算
出
し
、
議
会
の
要
望
書
で
も
引

用
し
て
い
た
全
国
町
村
議
会
議
長
会
の

指
針
に
よ
る
加
算
率
に
て
、
議
長
・
副

議
長
・
常
任
委
員
長
の
報
酬
額
が
算
出

さ
れ
た
。

　

算
出
さ
れ
た
報
酬
額
は
、
県
内
全
町

村
の
平
均
額
や
人
口
同
規
模
町
村
の
平

均
額
と
比
較
し
て
も
そ
れ
以
上
の
額
で

あ
り
、
増
額
と
な
る
議
員
人
件
費
の
総

額
に
つ
い
て
、
当
町
の
財
政
状
況
等
を

加
味
し
て
確
認
し
、
現
在
に
お
い
て
適

正
で
あ
る
と
の
判
断
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
は
従

前
ど
お
り
の
額
と
し
て
い
る
。

　
２
．
付
帯
意
見　

　

今
回
、
審
議
の
中
で
審
議
会
委
員
よ

り
次
の
意
見
や
要
望
が
答
申
書
に
付
帯

意
見
と
し
て
付
言
さ
れ
た
。
議
会
と
し

て
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

⑴ 

住
民
の
理
解
と
審
議
期
間
に
つ
い
て

　

議
会
よ
り
提
出
さ
れ
た
要
望
書
類
に

に
お
け
る
議
員
の
な
り
手
不
足
は
深
刻

な
状
況
に
あ
り
、
当
町
に
お
い
て
も
同

様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
民
福
祉
の
更

な
る
向
上
の
た
め
に
は
議
員
活
動
の
活

性
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
議
員
報
酬
を

増
額
す
る
こ
と
は
適
当
と
判
断
し
た
。

　

但
し
、
議
員
の
な
り
手
不
足
は
単
に

議
員
報
酬
が
低
い
こ
と
で
生
じ
て
い
る

問
題
で
あ
る
と
は
言
え
ず
、
議
会
議
員

の
魅
力
や
安
心
し
て
活
動
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
も
必
要
だ
と
考
え
る
。ま
た
、

女
性
や
若
者
が
立
候
補
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
例
え
ば
子
ど
も
の
一
時
預
か
り

場
所
を
設
け
る
な
ど
、
よ
り
具
体
的
な

環
境
整
備
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

⑷ 

議
会
運
営
に
つ
い
て

　

住
民
の
代
表
で
あ
り
議
決
機
関
で
あ

る
地
方
議
会
は
、
町
の
未
来
を
決
め
て

い
く
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
議
場
で
の
議
論
は
執
行
部
及
び
議

員
共
に
真
摯
な
姿
勢
で
臨
む
べ
き
で
あ

る
。
議
会
に
お
い
て
は
、
一
般
質
問
に

よ
り
事
務
執
行
の
状
況
や
政
策
方
針
が

確
認
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

一
般
質
問
の
質
を
高
め
る
こ
と
は
議
会

全
体
の
信
頼
の
向
上
に
資
す
る
も
の
で

羽田町長から回答書を受け取る
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議会概説

●
こ
れ
か
ら
の
議
会
に
期
待
さ
れ
る
新
た
な
役
割
に
つ
い
て
、
最
終
回
は
議
会
の

持
つ
調
査
権
に
つ
い
て
、
概
説
し
ま
す
。

 

「
町
議
会
は
何
が
で
き
る
？
何
を
す
る
？
」②

  

町
議
会
は
条
例
や
予
算
な
ど
の
議
案
を
議
決
し
、
町
の
事
業
の
方
向
性
や
大

枠
を
決
定
し
ま
す
。
そ
の
後
に
必
要
な
ら
ば
、
決
定
し
た
政
策
を
行
政
が
適
正

に
執
行
し
て
い
る
か
を
検
査
す
る
た
め
、
書
類
や
計
算
書
の
検
閲
、
報
告
書
の

請
求
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
範
囲
と
方
法
は
議
会
で
議
決
し
、
本

会
議
ま
た
は
委
員
会
で
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
議
会
の
議
決
を
も
っ
て

監
査
委
員
に
町
の
事
務
に
関
す
る
監
査
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　  

常
任
委
員
会
は
、
議
長
に
通
知
し
承
認
を
得
て
、
そ
の
所
管
す
る
町
の
事
務

に
関
す
る
必
要
な
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
議
会
は
町
の
事
務

に
関
す
る
重
大
な
疑
惑
や
不
祥
事
な

ど
を
調
査
す
る
た
め
地
方
自
治
法
第

百
条
に
規
定
す
る
調
査
権
を
持
ち
、

事
件
に
関
わ
る
人
の
出
頭
や
証
言
や

記
録
の
提
出
を
請
求
し
、
そ
の
真
相

に
迫
り
監
視
機
能
を
発
揮
し
ま
す
。

●
こ
れ
ま
で
長
和
町
議
会
に
注
目
し

て
拙
文
を
読
み
叱
咤
激
励
下
さ
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
議
会
概
説
は

こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
が
、
新
議
会
議
員

と
新
議
会
の
活
動
に
よ
り
一
層
の
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
森
田
）

森
田
議
長
の〝
議
会
概
説
〟⒆

■
今
号
ま
で
の
な
が
わ
ま
ち
議
会
だ

よ
り（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
）は
、
長
和
町
Ｈ
Ｐ

の
議
会
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
、
ス

マ
ホ
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

あ
り
、
次
の
点
に
留
意
し
て
議
会
運
営

を
進
め
て
頂
き
た
い
。

①
一
般
質
問
に
お
い
て
は
、
決
し
て
議

員
個
人
の
考
え
で
要
望
や
行
政
の
取
り

組
み
を
質
す
の
で
は
な
く
、
町
民
の
代

表
と
し
て
町
民
の
利
益
に
直
結
す
る
重

要
な
課
題
に
焦
点
が
当
た
る
よ
う
、
事

前
に
住
民
の
意
見
を
十
分
に
聞
い
て
調

査
と
準
備
を
行
い
、
具
体
的
か
つ
建
設

的
な
質
問
に
心
掛
け
て
頂
き
た
い
。

②
複
数
の
議
員
か
ら
同
様
の
質
問
が
行

わ
れ
る
こ
と
は
、
議
会
運
営
の
効
率
低

下
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
。
議
員
間
で

事
前
に
質
問
内
容
を
調
整
す
る
な
ど
、

重
複
を
避
け
る
取
り
組
み
を
望
む
。

③
議
場
に
お
い
て
執
行
部
と
議
員
が
真

摯
な
姿
勢
で
議
論
す
る
状
況
を
町
の
ラ

イ
ブ
配
信
で
住
民
に
伝
え
る
こ
と
は
、

行
政
へ
の
関
心
を
高
め
、
信
頼
さ
れ
る

議
会
運
営
に
資
す
る
。
こ
の
た
め
、
議

会
が
町
民
の
信
頼
を
得
る
た
め
の
場
で

あ
る
こ
と
を
常
に
念
頭
に
置
い
て
、
町

民
誰
も
が
安
心
し
て
視
聴
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
頂
き
た
い
。

⑸ 

町
の
発
展
に
向
け
て　

　

こ
の
た
び
、
県
内
の
町
村
や
類
似
自

治
体
の
平
均
を
上
回
る
報
酬
と
す
る
結

論
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
行
政
と
共
に

町
民
の
代
表
で
あ
る
町
議
会
議
員
及
び

議
会
の
果
た
す
べ
き
職
責
が
益
々
増
大

し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
町
民
の
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
状
況
が
あ
り
、
議

員
が
そ
の
職
責
を
果
た
す
た
め
に
必
要

な
活
動
に
応
じ
た
報
酬
と
す
る
べ
き
と

の
意
見
に
集
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

議
員
活
動
の
在
り
方
を
含
め
、
更
な
る

議
会
の
魅
力
向
上
に
努
め
て
頂
き
た
い

と
す
る
強
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
町
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
今
後

と
も
町
政
の
発
展
と
町
民
福
祉
の
更
な

る
向
上
の
た
め
に
、
よ
り
一
層
の
ご
尽

力
を
お
願
い
し
た
い
。　
　
　
（
抜
粋
）

■
「
美
し
の
塔
」（
和
田
美
ヶ
原
高
原
）

      

八
ヶ
岳
中
信
高
原
国
定
公
園
の
最

北
に
位
置
す
る
「
美
ヶ
原
高
原
」
は
、

松
本
市
、上
田
市
、長
和
町
に
跨
が
る

日
本
一
広
い
高
原
台
地
と
し
て
知
ら

れ
、
主
峰
は
日
本
百
名
山
の
一
つ
標

高
２
０
３
４
ｍ
の
王
ヶ
頭
で
す
。

　

 

美
ヶ
原
の
シ
ン
ボ
ル「
美
し
の
塔
」

は
、
濃
霧
に
よ
る
遭
難
を
防
ぐ
た
め

〝
霧
鐘
〟

を
備
え

た
避
難

塔
と
し

て
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
山
本
小
屋
を
開
き
登

山
道
を
整
備
し
美
ヶ
原
の
名
を
広
め

た
山
本
俊
一
翁
の
顔
の
浮
彫
が
北
面

に
、
南
面
に
尾
崎
喜
八
の
詩
が
埋
め

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
美
し
の
塔
は
長

和
町
の
北
西
端
に
位
置
し
ま
す
。

★
表
紙
写
真
の
説
明★

MoritaMorita
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—— 町の将来に向けて皆様の意見を、政策に繋ぎます 町の将来に向けて皆様の意見を、政策に繋ぎます！！  ——

《《テーマテーマ》》

〝町に望むこと〟〝町に望むこと〟
——  議会に希むこと、議員にのぞむこと議会に希むこと、議員にのぞむこと  ——

令和７年度 第２回令和７年度 第２回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議会報告懇談会議会報告懇談会
 Workshop Workshop開催開催！！
新人議員新人議員もも交えて交えてみんなみんなでで語語ろうろう！！

1111月月1515日日（（土土））
１０１０時時  大門大門基幹集落センタ基幹集落センターー
１４１４時時  長和町長和町役場役場町民ホール町民ホール

■ 令和７年度第２回前半は、「令和６年度 長和町決算概要」について、町民の皆様
　に報告し、ご意見を伺います。　

■ 後半は、小人数グループに分かれて、新議員が選ばれたこの時を受け、ワークショ
　ップで「町や議会に望むこと」を、町民の皆様から伺いたいと思います。　
■ 基本的に２会場とも同じ内容で開催します。予約は不要です。ご都合のよい会場
　へお気軽にお出かけ下さい。 ご参加、お待ちしています。
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７
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日 

発
行

■ 町政や議会、「議会だより」に関するご意見やご感想をお寄せ下さい。
■ 長和町議会事務局　〒386-0603  長野県小県郡長和町古町 4247-1
　　　　　　　　電話：0268-75-2059 ／ FAX：0268-68-4139 ／メール：gikai@town.nagawa.nagano.jp

ながわまち
議会だより

広報広聴常任委員会

委員長  羽田  公夫
委　員  龍野  一幸

 佐藤  恵一
 田福  光規
 渡辺  久人

編　集  森田  公明

▼
今
年
に
な
っ
て
各

地
の
自
治
体
や
消
防

署
な
ど
の
一
部
事
務

組
合
で
、
車
載
テ
レ

ビ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料

が
支
払
わ
れ
て
い
な

い
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
報
道
さ
れ
始
め
ま

し
た
。
▼
企
業
や
自

治
体
な
ど
で
は
テ
レ

ビ
機
能
の
あ
る
カ
ー
ナ
ビ
が
つ
い
て
い
る

と
１
台
毎
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
受
信
契
約
を
し
な

い
と
違
法
に
な
る
と
い
う
こ
と
か
ら
金
額

の
大
小
は
あ
り
ま
す
が
支
払
い
義
務
が
発

生
し
ま
す
。
▼
長
和
町
も
こ
の
対
象
に
な

り
ま
し
た（
Ｐ
・
14
中
段
）。
寝
耳
に
水
の
話

で
納
得
で
き
な
い
話
で
す
が
、
法
律
な
の

で
仕
方
が
な
い
。
悪
法
も
法
の
最
た
る
も

の
で
す
。
全
国
の
自
治
体
な
ど
２
千
を
超

え
る
団
体
が
対
象
だ
と
す
る
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は

30
億
円
越
え
の
臨
時
収
入
と
な
り
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
納
得
で
き
ま
せ
ん
。
国
会
議
員

に
は
法
律
の
改
正
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。

長和町
あの人を訪ねて

—第２６回—

　     　 　   　   　     おだに　  さち 　　  　　　　

　　   　小谷 沙智 さん
　　　　     （長久保 16 区）

略歴・活動
1977年新潟県生まれ。2025年１月に
地域おこし協力隊として長和町へ移
住。中央分水嶺トレイルをはじめと
した長和町の自然資源を活かした観
光ＰＲ、イベント企画などに取り組
む。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
が
町
民
の
皆
様
を
訪
れ
、意
見
や
活
動
を
お
聞
き
し
ま
す
。

    

ど
う
し
て
長
和
町
に
？

   

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
専

門
学
校
卒
業
後
、
東
京
で
約
20
年
過

ご
し
ま
し
た
。
新
潟
県
の
小
さ
な
村

で
育
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
都
心
の
暮

ら
し
は
少
し
息
苦
し
く
、
郊
外
の
立

川
市
で
大
半
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

２
年
ほ
ど
前
、
コ
ロ
ナ
を
き
っ
か

け
に
、
健
康
的
な
趣
味
を
求
め
て
ト

レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
出
会
い
、
瞬

く
間
に
夢
中
に
。
当
時
ア
パ
レ
ル
業

に
従
事
し
て
い
ま
し
た
が
、
環
境
負

荷
の
高
い
業
界
へ
の
疑
問
も
強
く
な

り
、
そ
の
反
動
で
自
然
に
近
い
環
境

で
働
き
た
い
と
い
う
思
い
が
膨
ら
ん

で
い
き
ま
し
た
。
転
職
先
を
模
索
す

る
中
で
、
現
在
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
大

変
な
魅
力
を
感
じ
て
移
住
を
決
断
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
新
た
な

挑
戦
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

   

現
在
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

   

協
力
隊
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て 

「
霧
ヶ
峰
・
美
ヶ
原
中
央
分
水
嶺
ト
レ

イ
ル
」
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
資
源

を
活
用
し
た
観
光
振
興
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
観
光
協
会
に
席
を
置
い
て

い
ま
す
。
現
在
は
10
月
開
催
予
定
の 

「
信
州
・
長
和
マ
ウ
ン
テ
ン
ト
レ
イ

ル
」
の
運
営
に
参
画
し
、
コ
ー
ス
整 

備
や
試
走
イ
ベ
ン
ト
、
広
報
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
外

の
大
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し

今
年
６
月
に
は
１
０
０
㎞
の
ト

レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
を

完
走
し
ま
し
た
。

　

長
和
町
の
豊
か
な
自
然
環
境

を
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
伝
え
る

こ
と
、
訪
れ
た
人
が
何
度
も
足

を
運
び
た
く
な
る
仕
掛
け
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

   

今
後
の
目
標
や
取
り
組
み

た
い
こ
と
は
何
で
す
か
？

   

先
ず
は
目
前
に
迫
っ
た
「
信
州
・

長
和
マ
ウ
ン
テ
ン
ト
レ
イ
ル
」
を
無

事
に
開
催
し
、
毎
年
続
く
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
盛
り
上
げ
た
い
。
今
後
は
新

し
い
ル
ー
ト
の
開
発
な
ど
に
も
取
り

組
ん
で
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
が
足

繁
く
通
う
〝
遊
び
場
づ
く
り
〟
を
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
が
長

和
町
の
素
晴
ら
し
い
自
然
に
感
動
し

た
よ
う
に
、
多
く
の
方
々
に
そ
の
魅

力
を
知
っ
て
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
頂
き

た
い
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
、

自
然
を
再
発
見
し
よ
り
町
を
好
き
に

な
っ
て
頂
く
機
会
を
提
供
し
て
、
未

来
に
つ
な
が
る
活
動
を
一
緒
に
築
い

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

長和町議会議員から長和町議会議員から
町民の皆様へ町民の皆様へ

　議会から町民の皆様へのお知らせ
や議員の思いなどを掲載します。
第８０号は、原田恵召 議員です。


